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序    文 
 

 

 

日本国政府は、エジプト・アラブ共和国政府の要請に基づき、同国の王家の谷周辺地

区整備計画にかかる基本設計調査を行うことを決定し、国際協力事業団がこの調査を実

施しました。 

 

当事業団は、平成 16 年 5 月 9 日より 6 月 5 日まで基本設計調査団を現地に派遣しまし

た。 

 

調査団は、エジプト・アラブ共和政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域に

おける現地調査を実施しました。帰国後の国内作業の後、平成 16 年 8 月 20 日から 9 月

1 日まで実施された基本設計概要書案の現地説明を経て、ここに本報告書完成の運びと

なりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役

立つことを願うものです。 

 

終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げま

す。 

 

 

 平成 16 年 10 月 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

理 事  小 島  誠 二 



 
 

伝 達 状 
 

 

 
今般、エジプト・アラブ共和国政府における王家の谷周辺地区整備計画基本設計調査

が終了いたしましたので、ここに最終報告書を提出いたします。 

 

本調査は、貴事業団との契約に基づき、弊社が、平成 16 年 5 月より平成 16 年 10 月ま

での 6 ヶ月にわたり実施いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、エジプト

の現状を十分に踏まえ、本計画の妥当性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠

組みに最も適した計画の策定に努めてまいりました。 

 

つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 
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要 約 
 

王家の谷は、エジプト・アラブ共和国（以下、「エ」国と称す）の首都カイロから南に約 670km

に位置するルクソール市のナイル川西岸地域（以下「西岸地域」と称す）にあり、古代エジプト

の王の墳墓群の総称でもある。ルクソールは中王国第 11 王朝、紀元前 2040 年頃に初めて首都テ

ーベとなり、新王国第 18 王朝、紀元前 1565 年頃再び首都が置かれると、それから約 200 年の間、

繁栄の絶頂を極めた。紀元前 1520 年頃、トトメス 1世はテーベ西岸の背後にそびえるエル・ク

ルンと呼ばれるピラミッド型の山の山裾にある枯れ谷に初めて岩窟墓を造り、それから、紀元前

1070 年頃第 20 王朝のラムセス 11 世まで、多くの岩窟墓が建設された。王家の谷には、番号付

けされた 58 岩窟墓がある東谷、4 岩窟がある西谷からなり、合わせて 62 の岩窟墓がある。墓か

らは多くの副葬品が発掘されるとともに、坑内に描かれた極彩色の壁画は当時の宗教観、生活、

美術などを反映し、世界的に第 1 級の極めて重要な遺産である。また、西岸地域には、王妃の谷、

貴族の墓、デイル・エル・バハリ、ラムセス 3 世葬祭殿などの多くの文化遺産が点在している。

1979 年に、王家の谷を含む「古代都市テーベとその墓地(ネクロポリス)文化遺産」が UNESCO の

世界遺産に指定された。 

王家の谷には、地下に掘られた、今から約 3500～3000 年前の岩窟墓が広い範囲に点在してお

り、全体の知識を得ることが困難である。王墓が地中に掘られた岩窟であり、外形を持たないこ

とも、理解を難しくしている。しかし、現地には王家の谷に関する情報を提供する適切な施設が

ない。酷暑のなかを歩いて各王墓の入口に行き、王墓内ではガイドの解説が禁止されているが、

休憩場所が十分ではない。また、見学者が触れたり、ストロボ光を浴びせられたり、呼気による

高湿度から被害を受け、これ以上の劣化を防ぐことが急務となっている。さらに、現在発掘･修

復中の王墓が 5 件あり、30 以上の王墓が発掘･修復を必要としているが、その状況や重要性を公

表する場が限られており、現地では知ることができない。このような状況から、「エ」国政府は

日本国政府に対し、文化遺産の保存･活用に資する、王家の谷等に関する情報提供を目的とした

ビジターセンターの建設および必要機材の整備のための無償資金協力を要請した。 

 

これを受けて、日本国政府は基本設計調査の実施を決定し、独立行政法人国際協力機構（JICA）

は基本設計調査団を平成 16 年 5 月 9 日から同年 6 月 5 日まで「エ」国に派遣し、要請内容の確

認、サイト調査等を実施した。帰国後、国内解析に基づき基本設計概要書を取りまとめた。更に

平成 16 年 8 月 20 日から同年 9 月 1 日まで基本設計概要書の説明のため、調査団を再度同国に派

遣し、これに基づき本基本設計調査報告書が作成された。本基本設計調査の目的は「エ」国より

要請のあった計画対象の現況等を調査し、本プロジェクトの内容、効果並びに無償資金協力を実

施する上での妥当性を検討することである。 
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本プロジェクトは文化遺産の活用を積極的に実施しようとするものであり、王家の谷に関す

る情報を提供するビジターセンターの建設と必要機材の調達である。 

ビジターセンターは、基本的にすべての王家の谷見学者が、行き帰りに通り抜け、情報を得

る施設であり、仕切りのないひとつの広い展示・情報ホールを中心としており、事務室、便所等

が付属している。遺産に関する注意事項の掲示、王家の谷地形モデル、情報パネル（地図、図面、

写真、解説等）、ビデオ上映等で、展示・情報ホールの機能を発揮できる。特に、中央に設置さ

れる王家の谷地形モデルにより、地中に作られた王墓の位置等を一目で理解することができる。

見学者に対する見学環境も改善される。 

ビジターセンターは、以下の面積と機能を持つ諸室から成る。 

室名 面積 （㎡) 主要機能 

展示・情報ホール 663.0 

王家の谷に関する説明、パネル、模型、写真等の展示、ビデ

オ等の上映により、見学者にわかりやすい情報を提供するスペ

ースである。中央部は斜路のある回廊で、通り抜けのスペース

であり、中央には王家の谷地形モデルを置く。間仕切りがなく、

最新の展示への対応が容易である。 

受付、バックルーム(後室) 32.8
係員が詰め、案内と監視を行う。サーバーコンピュータなどの

機材を設置、保管する。 

事務室 41.0 ビジターセンター施設管理用の事務室である。 

入場券売場 24.6 

既存の王家の谷入場券売場は簡素な小屋であり、取り壊され

る予定である。本入場券売場でトラムに乗る直前に王家の谷入

場券を購入できる。 

便所 57.4 
最大ピーク時、1,400 人と予想される本ビジターサンター利用

者に対処できるよう便所を設けた。 

セキュリティ・エリア 126.6 

多くの人が利用する本施設に入館する前にセキュリティのチェ

ックが必要である。エジプト側で 4 台の X 線検査機が設置され

る。 

風除室 24.0 南側の出入口で空調効果を高める。 

玄関ポーチ 40.0 
出入口部分で、壁では囲まれていない。内部への日射、風の

影響をさえぎる。 

延床面積 1,009.4 エントランス･ポーチ等も合わせた建築部分全体の面積。 

 

先方実施体制として、監督責任機関、運営・維持管理実施機関は、考古最高評議会（Supreme 

Council of Antiquities: SCA）である。エジプト側は、ビジターセンターの掲示、展示、セキュリ

ティ、運営維持管理を行う。SCA は、既存のビジターセンターや博物館の建設、運営・維持管

理に実績があり、本プロジェクト実施に問題はない。本事業実施によって整備される施設の維持

管理費は、約 30 万 LE（エジプト・ポンド）と見積もられる。これは、SCA の 2002/2003 年度の

維持管理費予算 362 万 LE の１割以下であり、対応可能である。また、所管の上エジプト・オア

シス考古部の下の、直接担当の西岸地域考古部の人員は約 273 人であり、本計画施設の維持管理

に必要な 6～9 人の要員のための、十分な組織・人員能力を有している。 
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また、本計画を日本国政府による無償資金協力で実施する場合、総概算事業費は約 2.73 億円

（日本側負担経費：約 2.61 億円；「エ」国側負担経費：約 0.12 億円）と見積もられる。本計画の

工期は実施設計および施設建設を含めて、約 15 ヶ月程度が必要とされる。 

本計画の実施により、以下の直接効果が期待できる。 


 王家の谷地形モデル、掲示、展示、ビデオ上映などにより、王家の谷に係るわかりやす

い情報が、年間 200 万人以上と予測される見学者に提供される。 


 王家の谷導入部にある駐車場付近の景観が改善される。 


 見学者が王墓内での注意事項等を理解して、王墓内での行動に注意する。 

また、以下の間接効果が期待される。 


 王墓の修復状況の最新の情報が提供され、王家の谷に関する個別の詳しい情報要求に答

える。 


 見学者が適切に休憩できる場が提供される。 

 

上記のように、本プロジェクトにより王家の谷見学者に対する遺跡環境の改善が図られる。

これにより、「王家の谷の文化遺産の保存状況が改善され、その価値の認識が拡大する」という

効果が期待される。 

本プロジェクトは、上記のように多大な効果が期待されると同時に、本計画が王家の谷文化

遺産の保存･活用の向上に寄与するものであることから、協力対象事業の一部に対して、我が国

の無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。さらに、本計画の運営・維持管理につい

ても、相手国側体制において、要員及び技術水準は十分で実施上の問題はないと考えられる。

さらに、ビジターセンターの施設および機材が適切に維持管理されるための人員・予算が

確保され、また、展示物および展示ソフトが適切に運営されて最新の情報が見学者に提供

されると、本計画は円滑かつ効果的に実施されると判断される。 
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第 1 章   プロジェクトの背景・経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

王家の谷は、エジプト･アラブ共和国（以下、「エ」国と称す）の首都カイロから南に約 670km

に位置するルクソール市のナイル川西岸地域（以下「西岸地域」と称す）にあり、古代エジプト

の王の墳墓群の総称でもある。ルクソールは中王国第 11 王朝、紀元前 2040 年頃に初めて首都テ

ーベとなり、新王国第 18 王朝、紀元前 1565 年頃再び首都が置かれると、それから約 200 年の間、

繁栄の絶頂を極めた。ルクソール東岸は生者の町として神殿、住宅等が建てられ、西岸は死者の

町として、墓が設営された。紀元前 1520 年頃、トトメス 1 世はテーベ西岸の背後にそびえるエ

ル・クルンと呼ばれるピラミッド型の山の山裾にある枯れ谷に初めて岩窟墓を造り、それから、

紀元前 1070 年頃第 20 王朝のラムセス 11 世まで、多くの岩窟墓が建設された。王家の谷には、

番号付けされた58岩窟墓がある東谷、4岩窟がある西谷からなり、合わせて62の岩窟墓がある。

墓からは多くの副葬品が発掘されるとともに、坑内に描かれた極彩色の壁画は当時の宗教観、生

活、美術などを反映し、世界的に第 1 級の極めて重要な遺産である。また、西岸地域には、王妃

の谷、貴族の墓、デイル・エル・バハリ、ラムセス 3世葬祭殿などの多くの文化遺産が点在して

いる。最高考古評議会(以下SCAと称す)によると古代エジプト遺産の約40%がルクソールにあり、

そのうちの 3 分の 2 が西岸地域にあるといわれる。1979 年に、王家の谷を含む「古代都市テー

ベとその墓地(ネクロポリス)文化遺産」が UNESCO の世界遺産に指定された。 

西岸地域には多くの見学者が訪れるが、王家の谷には広い範囲に墳墓が点在し、全体の知識

を得ることが困難である。王墓が地中に掘られた岩窟であり、外形を持たないことも、理解を難

しくしている。また、見学者が触れたり、ストロボ光を浴びせられたり、呼気による高湿度から

被害を受け、これ以上の劣化を防ぐことが急務となっている。さらに、現在発掘･修復中の王墓

が 5 件あり、30 以上の王墓が発掘･修復を必要としているが、その状況や重要性を公表する場が

限られており、現地では知ることができない。 

1-1-2 上位計画・関連計画 

(1) 国家社会経済開発５ヵ年計画 

「エ」国は、5 年ごとに国家社会経済開発５ヵ年計画に策定し、各種の開発事業及び施設・機

材整備を行っている。当５ヵ年計画に従って各政府機関へ予算が配分され、各政府機関の新規プ

ロジェクトの実質の上位計画となっている。現在、「エ」国では第５次経済社会開発５ヵ年計画

（2002/03 年～2006/07 年）を実施中である。 

第５次経済社会開発５ヵ年計画の中では、歴史・考古遺産の保全が政策の一つとして上げられ



 2

ており、本プロジェクトは国家計画に沿ったものであると言える。 

 (2) ルクソール市総合開発計画 (Comprehensive Development Plan of the City of Luxor) 

「エ」国住宅公共施設省（MHUUC）は、UNDP の支援により、ルクソール市最高評議会他関

係機関の参加と協力により、ルクソール市総合開発計画を策定した。2004 年 1 月に住宅公共施

設省大臣(Mr. Mohammed Ibrahim Soliman)は当該計画を承認し、一部プロジェクトが進行中であ

る。本計画の開発方針の第一に、観光拡大期におけるルクソール遺跡の保存（Protect Luxor’s 

Antiquities during an Era of Tourism Growth）が掲げられ、本ビジターセンターは本計画に貢献す

るものである。本プロジェクトは、その文化遺産ゲート地区改善構想(Site Entry Area Improvement)

に沿うものと考えられる。 

この計画により、以下の 6 種のプロジェクトの実施が立案され、現在、一部の具体化に係る詳

細調査作業が行われている。 

①（ルクソール神殿とカルナック神殿を結ぶ）スフィンクス通りの修復･改善プロジェクト 

② エル･トード･リゾート開発プロジェクト 

③ ニュー･ルクソール新都市開発プロジェクト 

④ ニュー･ルクソール及びエル･トード都市基盤開発プロジェクト 

⑤ 高付加価値農業及び農産加工プロジェクト 

⑥ ルクソール･オープン･ミュージアム開発及び歴史遺産地区改善プロジェクト 

上記 6 種のプロジェクトは、文化遺産の保存・活用に係るものが含まれるが、全てがルクソー

ル市東岸地区に係るものであり、本プロジェクトの対象である西岸地区への直接的な関係はない。

したがって、本プロジェクトが当総合開発計画と重複することや当総合開発計画の実施の妨げに

なることは無いと言える。 

(3) テーベ・マッピング・プロジェクト(Theban Mapping Project) 

カイロ・アメリカン大学校(American University in Cairo)のケント・ウィークス博士が主宰し、

王家の谷王墓の発掘･修復及び地図化・図面化が行われている。その概要は、ウェブサイトでも

公開し①、図面･図書の出版もしている。王家の谷の全ての王墓を含む、詳細な図面、地図、写

真、データ等を保有し、本ビジターセンターの展示品、及び展示ソフト作成に対し、全面的に協

力することになっている。 

また、同博士は王家の谷の遺跡保存・活用及び見学者受入体制も含むマスタープランの策定に

も協力しており、実質的な内容はここが作成している。 

                                                  
① http://www.thebanmappingproject.com/ 
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 (4) 博物館関連プロジェクト 

ルクソールの中心的博物館である「ルクソール博物館」は拡張工事が完了したところであり、

現地調査中の 5 月にムバラク大統領を向かえて、増築部分のオープニングが行われた。また、カ

イロでは、「エ」国で中心的な博物館である「考古学博物館」の大規模建替を計画中である。 

1-1-3 社会経済状況 

「エ」国は、人口 6,920 万人(2003 年 1 月)、一人当たり GNP1,530 米ドル（2001 年：世銀）

であり、文化遺産無償の対象上限である一人当たり GNP5,225 米ドルを大きく下回っている。「エ」

国は中東及び地中海諸国のなかで重要な位置を占め、日本との関係は良好である。 

エジプト経済は、IMF・世銀との連携による市場経済化に向けた構造改革の効果もあり、90

年半ばは 5％台の高い成長率を実現し、マクロ経済情勢は大幅に改善した。しかし 90 年代末よ

り、石油輸出余力の低下や輸入の拡大によって外貨不足が深刻化し、これに銀行の不良債権や政

府の財政赤字の拡大等により、不況となった。2000 年 9 月以降のパレスチナ情勢の悪化や 2001

年9月の米国テロ事件による観光収入の減少が不況に拍車し、経済成長率は3％台に低下したが、

2002 年後半、観光収入の増加で若干回復した。  

エジプト・ポンドの下落傾向を受け、政府は 2001 年 1 月より、事実上ポンドの下げを容認し、

2001 年 1 年間にポンド価は 30％下落した。その後も、ポンド下げ圧力は止まず、2003 年 1 月

末、政府は為替レートの自由化を決定した。その間、1 ドル約 4.6 から約 5.3 ポンドへ、さらに

約 6.2 ポンドに下落し、現在はほぼ安定している。  

1-2 無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 

王家の谷には、地下に掘られた、今から約 3500～3000 年前の岩窟墓が広い範囲に点在してお

り、その重要性･概要を理解することが困難である。しかし、現地には王家の谷に関する情報を

提供する適切な施設がない。酷暑のなかを歩いて各王墓の入口に行き、王墓内ではガイドの解説

が禁止されているが、休憩場所が十分ではない。このような状況から、「エ」国政府は日本国政

府に対し、文化遺産の保存･活用に資する、王家の谷等に関する情報提供を目的としたビジター

センターの建設および必要機材の整備のための無償資金協力を要請した。 

［責任・実施組織］ 

¾ 考古最高評議会（Supreme Council of Antiquities: SCA） 

 

［要請内容］ 

¾ ビジターセンターの建設（約 782 ㎡）： 

 情報ホール、ミニ・ミュージアム、店、レストルーム、管理事務室 

¾ 必要機材の整備： 

テーブル(16)、椅子（64）、便所(10)、コンピュータ(2)、プリンター(1)、デジタルビ
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デオ(1)、デジタルカメラ(1)、プロジェクター(1)、DVD プレーヤ(1)、ショーケース(10)、

テレビ(1) 

¾ 駐車場(11,449 ㎡) 

¾ 便所（54 ㎡） 

（上記のうち、店、テーブル、椅子、駐車場、便所(54 ㎡)は、文化遺産無償資金協力の

趣旨を考慮し、除外した。） 

1-3 我が国の援助動向 

「エ」国に対する我が国の文化無償資金協力は 1979 年度から 2003 年度まで 17 件、累計 7.3

億円あるが、文化遺産無償資金協力としては初めてである。 

1-4 他ドナーの援助動向 

本計画と直接的に関係する他ドナーのプロジェクトはない。ただし、文化遺産の発掘・修復作

業については、各国の大学・研究機関が行っており、ユネスコ等の支援もある。その概要は以下

のとおりである。 

表 1-1 王家の谷 発掘･修復状況 

王墓名 大学・組織 リーダー 開始時 ベース 資金 

KV5  - Tomb of 

Ramesses II son's  

アメリカン・リサーチ・センター 

(カイロ・アメリカン大学) 

ケント・ウィーク

ス博士 

1996 年 9 月  アメリカン・リサー

チ・センター  

KV10 - Amenemose メンフィス大学（USA） オートシャディ

ン 

1996 年 7 月  メンフィス大学 

KV18 - Ramesses X 

 

バーゼル大学(スイス) エリナ・ブロス 1998 年 12 月  バーゼル大学 

KV22 - Amenhotep III 

（西谷) 

早稲田大学 吉村作治 教

授 

1991 月 9 月 クルナ 早 稲 田 大 学 、

UNESCO 

KV34 - Tuthmosis III SCA アリ・エル・アス

フル 

2004 年 クルナ SCA 
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第 2 章   プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

 「エ」国の文化遺産の保存・活用は、考古最高評議会（Supreme Council of Antiquities: SCA）

が施策の策定及び施設の整備・運営・維持管理を行っている。SCA の監督官庁は文化省（MOC:  

Ministry of Culture）になる位置付けだが、予算や施策の面で文化省から独立していて、一つの国

家機関として活動している。従って、本プロジェクトの監督責任及び実施機関は SCA である。 

SCA の主な業務は、以下のとおりである。 

¾ 歴史的文化遺産の研究・発掘・保存作業 

¾ 歴史的文化遺産の登録及び管理 

¾ 歴史的文化遺産の公開・文化的な活用に係る作業 

¾ 歴史的文化遺産を公開する博物館や公開遺跡の整備と施設の運営・維持管理 

¾ 歴史的文化遺産出土の可能性がある地域の開発政策策定・助言及び開発許可 

SCA の組織は図 2-1 に示すとおりであり、本プロジェクトは上エジプト・オアシス考古部（The 

Central Department of Upper Egypt & Oasis）が担当している。上エジプト・オアシス考古部は、技

術(Engineering)、管理(Management)などの機能別の課に分けられ、職務上はスタッフは各課に所

属するが、勤務は地域別に分けられた部に割り当てられて、実施される。 

本プロジェクトの施設は、王家の谷の文化遺産の管理施設の一つに位置付けられ、施設完成後

の運営・維持管理は上エジプト・オアシス考古部のルクソール西岸地域部（Department of West 

Bank Antiquities）が担当する。同部は、図 2-2 のように 5 つのセクションから成り、現在 272 名

の職員が所属し、西岸地域の遺跡を管理している。王家の谷には、4 名の電気技術者、2 名の衛

生設備技術者が割り当てられており、増員も容易にできる。監視官（インスペクター）も、王家

の谷を含む北地区で 7名が専属である。 
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文化省

考古最高評議会（SCA)

財務部 監視部

プロジェクト部 閣議部

博物館部 管理部

イスラム・コプト考古部 ヌビア遺産基金部

エジプト・ギリシアローマ考古部 広報部

上エジプト・オアシス考古部 外交部

中エジプト考古部 監査部

下エジプト・シナイ・北海岸考古部 法務部

カイロ・ギザ・エジプト地区考古部

総務部

図 2－1  SCA 組織図  (出所: SCA) 

 

上エジプト・オアシス考古部

上エジプト考古部 監視部

東岸考古部 管理部

西岸考古部 調整部

エスナ考古部 西岸北・王家の谷課 技術部

アビドス考古部 西岸中地区課 建築修復部

デンデラ考古部 西岸南地区課 美術修復部

ソハーグ考古部 機械・修理工場部

ハルガダ地域考古部 建築図面部

考古図面部

法務部

図 2-2  上エジプト・オアシス考古部組織図  (出所: SCA) 

（太枠部分が本ビジターセンター管理担当） 
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1

1

計
273

次長

94 4 101 63 9

修復部 技術部 管理部権利部監視部

部長

図 2-3  西岸地域考古部 組織図 (出所：SCA) 

(数字は人員を示す) 

 

計
72

計
27732

係長

1 1 27 215

管理 考古 セキュリティ 作業員

管理 倉庫 技工 作業員

管理部

133 6 3 46

技師

技術部

図 2-4  上エジプト・オアシス考古部 技術部及び管理部 組織図  (出所: SCA) 

(数字は人員を示す) 

 

2-1-2 財政・予算 

上エジプト・オアシス考古部の 2002/2003 年度の予算は、2,688 万 LE（エジプトポンド）であ

り、うち人件費 1,576 万 LE、維持管理費 362 万 LE、プロジェクト投資費 650 万 LE である（図

2-5）。年度により、プロジェクト投資費は増減がある。SCA の管理する遺跡の入場料は値上げ

が計画されており、王家の谷に関しては 2004 年 11 月に値上げが予定されている。王家の谷は多

数の見学者が訪れる重要な場所であり、本ビジターセンターの維持管理に必要な予算が確保され

ることも確認されている。 

0 5 10 15 20 25 30 35

2000/2001

 2001/2002

2002/2003 

人件費

維持管理

投資プロジェクト

 
図 2-5  上エジプト・オアシス考古部 過去 3 年予算   

(単位：百万エジプトポンド) (出所: SCA) 
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2-1-3 技術水準 

SCA は、エジプト各地にある大小の博物館及びビジターセンターを運営・維持管理しており、

プロジェクトの対象施設規模のビジターセンターを運営・維持管理する能力は十分に有している。 

展示物の作成・準備については、カイロ・アメリカン大学のケント・ウィークス博士およびテ

ーベ・マッピング・プロジェクトが全面的に協力し、学術的内容は十分である。なお、紹介ビデ

オは見学者の国籍の多さ、騒音等を考慮し、無声の短時間のビデオ（5 分程度）を作成予定との

ことである。 

2-1-4 既存の施設・機材 

ルクソールには、ビジターセンターはない。 

解説に関しては、王家の谷内に王家の谷中心部の案内図、各王墓前に簡単な説明の掲示板があ

るだけである（巻頭写真参照）。駐車場の一角にあるカフェテリアは、構造上の問題から閉鎖さ

れて久しい。カフェテリアの前に簡素な券売所があるが、カフェテリアとともに取り壊される予

定である。 

 

2-2 プロジェクト・サイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

(1) 道路・運輸 

施設建設予定地まで２車線以上の舗装道路が整備されており、本計画の資機材運搬に十分であ

る。東岸と西岸を連絡するルクソール橋は、約 9km 南にある。また、「エ」国における輸入資機

材の代表的な荷揚港は、アレキサンドリア港とスエズ港である。両港とも本計画資機材の荷揚に

必要な施設は整っており、本計画の実施に支障はない。 

(2) 上下水道 

施設建設予定地周辺は、上下水道施設が整備されていない。また、SCA では将来上下水道を

施設建設予定地まで整備する構想はあるが、実施スケジュールは未定である。従って、施設には

上水の貯水タンク及び汚水の貯留槽を設け、定期的にタンクローリーおよびバキュームカーで搬

出入を実施する必要がある。 

(3) 電気 

東側土産物店背後に 11ｋV の電力線が通り、救急施設背後のサービス駐車場にある 300kVA の
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トランスで受電し、さらに街灯や王家の谷王墓の内部照明等に送電している。サイト予定地には、

電柱に架線された電線があり、王家の谷に通じる道路のみ、地下埋設で横断している。 

(4) 電話 

施設建設予定地へは、既に電話が引かれており、王家の谷管理者の通信手段として利用されて

いる。当電話線は計画の施設も利用することが可能である。 

(5) 周辺施設・土地利用 

駐車場は、大型バスが留まれる屋根のあるスペースが 22 台あり、路上に約 30 台である。詰め

れば計約 60 台駐車できる。混雑時は、アクセス道路沿いに路上駐車となる。 

東側は土産物店が並び、独立した救急施設、入場券売り場がある。カフェテリアとその背後の

ガレージは、地盤の不同隆起により、構造体が損傷を受け、閉鎖されている。カフェテリアの南

側で、民間団体が運営するディーゼル車牽引のトラムに乗り換え、約 200m 南の王家の谷入口に

向かう。王家の谷入口では、入場券とセキュリティのチェックがある。 

王家の谷内に、唯一のプレファブの水洗トイレ（男女とも 3 ブースずつ）がある。水は脇に置

かれた 3m3の給水タンクからポンプで給水し、汚水は地下に設けられた汚水槽に貯められる。通

常は週 1～2 回、給水車・バキュームカーが来るが、年末年始のピーク時は 1 日 2～3 回になるこ

ともある。 

SCA は、王家の谷の文化遺産保存・活用に係るマスタープランを策定し、将来的には、協力

対象施設に関連するカフェテリアや救急施設、売店、駐車場、外部トイレ等を整備・改善し、同

時に上下水道も整備する構想である。 本件の協力対象施設は、マスタープランのコンセプトに

おいて位置付けられており、見学者は、駐車場<--->プラザ・店<--->ビジターセンター<--->トラ

ム乗換<--->王家の谷入口 の動線により、すべてビジターセンターを通過することとなってい

る。 

 

2-2-2 自然条件 

(1) 地理上の位置・地形 

ルクソール市はナイル川沿岸に位置し、王家の谷は西岸の丘陵部（ナイル川から西へ約 5km）

にある。王家の谷と呼ばれる墳墓地帯は、この丘陵部内の谷に位置する。本プロジェクトの施設

建設予定地は、王家の谷の既存カフェテリア・駐車場一帯（約 3.5ha）である。この一帯は王家

の谷の中でも比較的平坦であり、施設建設の際、著しい地形改変は必要ない。 

なお、本プロジェクトの施設は、既存カフェテリアとその南に隣接する空き地一帯の中で建設

する計画である。 
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(2) 土質 

ナイルの谷は、何千年もの間、海の水位が変動し、その結果地中海の水は幾度となく標高の低

い地域に流れ込み、南はアスワンまで海の底に沈んでいた。その結果、王家の谷では、テーベ石

灰層とエスナ頁岩層があり、石灰層は地表から約 300m の厚みがあり、その下に約 60m 厚のエス

ナ頁岩層がある。この地質は水の浸食に弱く、水害によって膨張する。この地にまれに起こる大

雨のとき、一気に谷へ洪水となって流れ込み、被害を及ぼす。王家の谷周辺にはいくつかの断層

があり、「王家の谷断層」と呼ばれる断層は、谷の西側に沿って南北に走っており、数ヶ所で地

表に現れている。② 

建設予定地一帯には、エスナ頁岩層があり、水を含むと膨張する性質があり、建築下で膨張す

ると、建物の基礎・柱・梁に歪みが生じ、建物構造に損害を与える。ボーリング調査結果から、

予定地の表層１～２ｍは強固な石灰岩層であるが、その下にエスナ頁岩層及び泥灰土層がある。

対策として、土の置き換え及びエスナ頁岩層に水が浸入しないよう考慮する。損傷を受けたカフ

ェテリアも洪水の通り道であった正面の西側はほとんど損害がなく、水回りのある東側の隆起に

よる損傷が大きいことからも、雨水より貯水槽･汚水槽からの漏水の影響が大きいと考えられる。 

 (3) 気象・水文 

ルクソール市は、寒暖の差が激しく、夏季の最高気温は 42℃以上(7 月)に上昇し、炎天下を数

分歩くと日陰が必要となる。7 月の最低気温は 24℃である（2003 年）。冬季は最高気温 23℃と過

ごしやすいが、最低気温は 5℃まで落ちる。(図 2-1) 空気は乾燥しており、夏季で 39%、冬季

でも 53%に過ぎない。 
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図 2-6  ルクソールの気温 (2003 年) (oC) 

 (出所: ルクソール空港) 

                                                  
② ニコラス・リーブス他、1998、王家の谷百科 (The Complete Valley of the Kings) 
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年間を通し、雨はほとんど降らず、雨量としては 0 mm であるが、9～12 月にわずかな降雨が

観測されることがある。しかし、1994 年に 1918 年以来の強雨があり、その洪水は、王墓を始め、

ルクソールに大きな被害を及ぼした。KV27 王墓の堆積土の観察からも、約 3000 年の間に数回

の洪水による堆積層が認められた。カイロ･アメリカン大学では、50 年確率の 1 日最大降水量を 

14.5mm と計算しており、降水量はわずかである。 

表 2-1  １日最大降水量 

確率 (年) 3 5 10 30 50 100 300 500 

１日最大降水量 (mm) 0.05 4.0 4.5 10.0 14.5 23.5 39.0 46.0 

 (出所: KV5 A Preliminary Report on the Excavation of the Tomb of the Sons of Rameses II in the Valley of the Kings, Theban 
Mapping Project, edited by Kent R. Weeks, 2000; Appendix III Hydraulic Response of the Valley of the Kings) 

 

この一帯は、過去に頻繁に生じたナイル川の氾濫地帯ではない。また、アスワンハイダムでナ

イル川の流量調整している現在では、同ダムの下流域の降水量が非常に少ないことから、ナイル

川の氾濫発生可能性について特別の配慮は不要である。ただし、建設予定地は王家の谷の谷間に

あって、丘陵地に降雨があった場合、一帯の雨水が一時的に集まり、建設予定地付近を流下する。 

風は、冬は北西－北－北東、夏は南東の風が卓越し、風速 1～5 knot (0.6～2.6 m/s)程度で

ある。カイロ空港が、ハムシーン(砂嵐)で閉鎖されるときも、ルクソール空港が閉鎖されること

はほとんどない。王家の谷は、谷間にあり、強風の影響は避けられる。 

 (3) 地震 

王家の谷に大きな地震が起こった記録はなく、約 3300 年前のセティ１世神殿の一部の屋根も

残っている。 

2-2-3 社会条件 

(1) 王家の谷見学者数 

王家の谷の過去４年間の見学者数は、2000 年の年間 160 万人から、2001 年 132 万人、2002 年

に最低の 89 万人と減少したが、2003 年に 133 万人と増加に転じ、現在増加傾向が続いている（図

2-7）。2002 年 9 月 11 日のテロの際は、特に見学者数が落ち込んだ。月間見学者数は 2000 年 1

月の 20 万人がピークであったが、その後 2002 年の秋を底にして減少後、増加に転じ、2004 年 3

月は月 19.9 万人となっている。 

ルクソール市総合開発計画(The Comprehensive Development of the City of the Luxor, Structure 

Plan)によると、王家の谷 1 日最大見学者数は、現状 7,185 人、将来 11,123 人、1 時間最大見学者

数、現状 958 人、将来 1,483 人と予測されている。 

ルクソールへの観光客のほぼ全ては王家の谷を訪ねるといわれ、観光省によると、ルクソール

への観光者数は、まもなく年間 200 万人を大幅に上回ると予測されている。 
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図 2-7  王家の谷見学者数 （出所：SCA） 

 (2) 王家の谷関係者 

本計画ビジターセンターに関係するステークホルダー（関係者）は以下の通りである。 

見学者： 王家の谷の遺産に関する情報は主にガイドから得るが、最近設置された簡単なパ

ネルがあるのみで、歴史的、地理的に多岐にわたる岩窟墓に対し、理解をすることが困難で

ある。酷暑の中を歩いて見学した後の休憩する場所が乏しい。駐車場の入口端に乗降場所が

あり、往復に土産物店の前を延々と歩かされる。これは、西岸地域のハトシェプスト葬祭殿、

王妃の谷でも繰り返される。 

SCA: 今後増加が予想される見学者に対処するとともに、王墓を劣化から守って保存し、未

公開の王墓の修復を進め、さらに多くの王墓の修復・研究を行う必要に駆られている。 

ガイド： 王墓内での解説が禁止され、説明パネルが限られているため、わかりやすい解説

をする適切な場所がない。 

監視員、セキュリティ、トラム関係者： 休憩場所、トイレがない。現在トラムは NGO によ

り運営されているが、SCA は電気カートを導入し、自ら運営を実施する計画がある。 

土産物売： 現在 39 店(39 家族)が営業しており、生計を立て、既得権を主張する。フィルム、

電池、帽子を購入する客がいるので、行きにも、見学者によってもらいたい。 

運転手： 駐車場が狭く、混雑時は道路沿いに駐車しなければならない。乗降場所、駐車区

画が整理されていない。休憩場所がない。 

Terrorism on 11 Sept 2002 
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(3)  ルクソール市 

ルクソール市がとりまとめた現在（2004 年）の人口は約 415,000 人であり、そのうち約 65%

が都市部とその周辺村落に当たるナイル川東岸に居住している。また、古代エジプト王朝の遺跡

や墳墓を訪れる観光客は年間 200 万人を超える予測であり、観光産業が盛んである。ルクソール

市では、人口の約 80%が何らかの形で観光産業に携わっていると推定している。 

ルクソール市の市政は、ルクソール市最高評議会による。地理的には「エ」国ケナ州に内包さ

れる位置にあるが、ケナ州政から独立した特別市である。最高評議会の議長は、一般には市長と

呼ばれるが知事に準ずる位置付けにある。遺跡・文化遺産のある SCA の管理地域では、開発事

業の立案にあたって、基本的に管理する SCA の了承を得ることが必要である。遺跡・文化遺産

の保存・活用の面では、関連施設整備を含めて SCA が考古学的な見地から直接的な活動をして

いる。ルクソール市と本プロジェクトの直接的な関係はない。 

(4)  王家の谷概要 

王家の谷には、合計 62 の岩窟が発見されているが、うち 24 が王墓と確認されているのみで、

未装飾の岩窟も含まれる。ほとんどの王墓は東の谷にあるが、４つの岩窟は、西の谷に位置する。

これらの王墓は、第 18 王朝から第 20 王朝の時代（紀元前 1550 年頃～1100 年頃）に作られた。

現在、13 の王墓(うち 1 つは西の谷)が公開されており、4 つの王墓が公開準備中である。一方、

王墓の悪化の状況により、公開中のものも閉鎖される可能性もある。 

公開時間は、6 時から 17 時であり、夏期には 18 時まで延長される。見学者はパッケージ・ツ

アーのスケジュールにより、9 時から 11 時の間に集中する傾向がある。全体の約 90%が団体客

であり、個別の見学者は約 10%に過ぎない。 

ツタンカーメン墓のみ、入場料が 40LE（エジプト人は 10LE）で、他はどれか 3 つで 20LE(エ

ジプト人 2LE)であり、学生は約半額である。2004 年 11 月から値上げが計画されている。 

公開中の王墓は、熱を持つ旧式な照明設備の改善、防護ガラスの改善、換気設備の設置、監

視カメラの設置、湿度のモニタリング装置等が求められている。 
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表2-2  王家の谷王墓の状況 

王墓名 
公開/
閉鎖 

内部状況と
修復の必

要性 

見学ラ
ンク 

全長 
(m) 

換気
の必
要性

KV1  - Ramesses VII (XX Dynasty) Open A 2 40 V 
KV2  - Ramesses IV  (XX Dynasty) Open A 2 66 V 
KV3  - Ramesses III (unfinished tomb, XX Dynasty) - - -   
KV4  - Ramesses XI (XX Dynasty) - - - 93  
KV5  - tomb of Ramesses II son's (XIX Dynasty) - R -   
KV6  - Ramesses IX (XX Dynasty) Open C - N 1 86 V 
KV7  - Ramesses II (XIX Dynasty) - - - 100  
KV8  - Merenptah (XIX Dynasty) - - - 115  
KV9  - Ramesses V & VI (Greek travelers called "tomb of Memnon") Open A 1 104 V 
KV10 - Amenemose - R - 75  
KV11 - Ramesses III (originally Setnakht)  Open A 1 125 V 
KV12 - unknown of royal family tomb (XVIII Dynasty) - - -   
KV13 - Bay (chancellor of Siptah, decline of XIX Dynasty) - - -   
KV14 - Tawosret and, maybe, Seti II (tomb taken over by Sethnakht) Open C - N 3 110 V 
KV15 - Seti II Open C - N 2 72 V 
KV16 - Ramesses I Open A - N 2 29 V 
KV17 - Seti I - (P) A - 100 V 
KV18 - Ramesses X - R - 40  
KV19 - Montuherkhopshef (son of Ramesses IX) Open C - N 3  V 
KV20 - Tuthmosis I & Hatshepsut (the first tomb in Valley of the 
Kings) - - - 200  
KV21 - unknown (two XVIII Dynasty queens) - - -   
KV22 - Amenhotep III (Western Valley) - (P) R - 100 V 
KV23 - Ai II (Western Valley) Open A 3 55 V 
KV24 - unknown tomb (XVIII Dynasty) - - -   
KV25 - unknown tomb, possibly tomb of Akhenaten (XVIII Dynasty) - - -   
KV26...KV33 - unknown tombs (XVIII Dynasty) - - -   
KV33 - Tuthmosis III (XVIII Dynasty) - (P) - -  V 
KV34 - Tuthmosis III (XVIII Dynasty) - R - 55  
KV35 - Amenhotep II ( XVIII Dynasty) - - - 60  
KV36 - Maiherperi (XVIII Dynasty, official of Tuthmosis IV) - - -   
KV37 - Totmes III (XVIII Dynasty) - - -   
KV38 - Tuthmosis I (XVIII Dynasty, relocated from tomb KV20) - - - 25  
KV39 - possibly tomb of Amenhotep I (XVIII Dynasty) - - -   
KV40...KV41 - unknown tombs(XVIII Dynasty) - - -   
KV42 - possibly tomb of Sennefer or Hatshepsut-Meritre (XVIII 
Dynastia) - - - 50  
KV43 - Totmes IV (XVIII Dynasty) Open C - N 3 90  
KV44 - unknown tomb from XVIII Dynasty containing Tenkare - XXII 
Dynasty - - -   
KV45 - Userhet (XVIII Dynasty) - - -   
KV46 - Yuya and Tjuyu (parents of queen Tiji, XVIII Dynasty) - - -   
KV47 - Siptah (XIX Dynasty) Open A 2 90 V 
KV48 - vizier Amenemopet (XVIII Dynasty) - - -   
KV49 - unknown tomb (XVIII dynastiy) - - -   
KV50...KV52 -  animal tombs (XVIII Dynasty) - - -   
KV53 - unknown tomb (XVIII Dynasty) - - -   
KV54 - Tutankhamun cache (XVIII Dynasty) - - -   
KV55 - amarna cache -  Tiji (?), Smenkhkare (?), Akhenaten (?) - - -   
KV56 - "Gold Grób" for daughter of Seti II (?) - - -   
KV57 - Horemheb (XVIII Dynasty) - (P) - 2 114 V 
KV58 - nunknown burial shaft (annex Tutankhamun's tomb) - - -   
KV59 - unknown tomb (XVIII Dynasty) - - -   
KV60 - Sitre i Hatszepsut (?) - - -   
KV61 - unknown tomb (XVIII Dynasty) - - -   
KV62 - Tutankhamun (originally tomb of Ai II, XVIII Dynasty) Open C - N 1 40 V 
   (王墓名称の出所： http://www.narmer.pl、 内容の出所： SCA )      

凡例: (次ページ) 
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凡例: 
Open: 公開中 
(P): 公開準備中 
 
A: 保存状況 良 
B: 保存状況 中 
C: 保存状況 悪 
N: 修復必要 
R: 修復中 

1: 見学ランク：高 
2: 見学ランク：中 
3: 見学ランク：低 
 
V: 換気(設備)システム必要 
 

 

2-2-4 環境等への影響 

(1) 自然環境 

施設で発生する排水・し尿については、建設予定地に下水道がないこと、地下浸透システムは

膨張性のあるエスナ頁岩層へ影響を及ぼすことから、施設内に貯留し、定期的にタンクローリー

で搬出する方法を採る。エジプト側計画の下水道完成時には、これに接続する。従って自然環境

へ及ぼす影響はない。 

(2) 景観 

本プロジェクト施設は周囲の景観や遺跡を調和のとれたデザインである必要がある。また、偉

大なファラオが眠る神聖な空間を考慮した建築が求められる。奇抜なデザイン・装飾、あるいは

古代神殿デザインのコピーは避ける必要があり、周囲に溶け込んだ色・外装材質を選択する必要

がある。 

建築の高さに明確な規定はない。高さを 5m 以下とすることが望ましいとの意見があったが、

5m～7m とし、一部高さを 7m 以下とすることで SCA と合意した。建設予定地で高さ制限に基

準を設ける機関は SCA であり、SCA が承認すれば問題が生じない。 

(3) 遺跡 

サイト予定地で実施したボーリング調査では、遺物は発見されなかった。崖ではなく、谷の中

央という地形上の位置からも、サイトに遺跡がある可能性はない。本件施設掘削工事で出た掘削

土は、中に遺物が含まれていないか、SCA が簡単なチェックを行うとのことである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章  プロジェクトの内容 
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第 3 章   プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

王家の谷のような埋蔵された文化遺産の適切な保存・活用のためのアプローチは大きく 2段

階に分けられる。 

① 適切に発掘し、文化的価値を確認（研究）する。その後、保存に必要な修復を施し、

文化的な活用のために公開する。 

② 公開は、多くの人々が文化的情報を享受できるよう行う。多くの見学者により様々な

保存上の悪影響が生じるため、適切な保存措置を行う。 

本プロジェクトは文化遺産の直接的発掘･修復よりも、その活用を積極的に実施しようとす

るものであり、王家の谷に関する情報を提供するビジターセンターの建設と必要機材の調達で

ある。 

当初、見学者にとって王家の谷の遺産の理解が困難であること、見学者により遺産の劣化が

進行していることに注意が必要なこと、遺産の研究・修復の促進が必要なことなどの問題点を解

決するため、展示ホール・情報ホール・保存センターをもつビジターセンター整備が必要と考え

られた。しかし、SCA との協議の結果、予測される多数の見学者数に対応するため、また、西岸

地域に SCA の事務所があるため、保存センター機能をとりやめ、仕切りのないひとつの広い展

示・情報ホールとすることとした。魅力を増すため出土品やレプリカ展示も想定したが、セキュ

リティなどの問題から含まないことになった。エジプト側は、駐車場の改善、王家の谷地形モデ

ル以外の展示、セキュリティ、文化遺産の保存･修復の継続、ビジターセンターの運営維持管理

を行う。 

王家の谷地形モデル、情報パネル（地図、図面、写真、解説等）、ビデオ上映等で、展示・

情報ホールの機能を発揮できる。特に、王家の谷地形モデルにより、地中に作られた王墓の位置

等を一目で理解することができる。また、ビデオ・コーナーで小規模なセミナーやレクチャーが

予定されており、保存センターの一部の機能も実施可能である。見学者に対する見学環境も改善

される。これにより、「王家の谷の文化遺産の保存状況が改善され、その価値の認識が拡大する」

という効果が期待される。 
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問題点

遺産は歴史的・地域的に広範囲
にわたり、多様であり、その内容・
価値を理解することが困難であ

る。

多数の見学者からの呼気、湿
度による岩窟・壁画の悪化が

進行している。

見学者の行動（手を触れる、ス
トロボ撮影）による壁画の悪化が

進行している。

王家の谷の発掘は継続・進行中
であり、また、保存のための改善が

必要とされている。

文化遺産の保存

文化遺産の教育・普及 文化遺産の研究

対策

西岸地域における遺産及び歴史
の展示、写真、ビデオによるディス

プレイ・解説。
適切な遺跡公開情報の周知と推

奨見学ルートへの誘導。

入場コントロール（適正配分と
制限）。

待機場所整備。

見学者への注意事項周知。

王家の谷の情報を
映像で展示。

現場近くでの
情報処理・管理。

研究・保存関係者の
情報交換・情報集約化

投入

必要機能

情報提供・展示 情報提供・滞留 情報提供・展示 文化遺産情報管理

日本側：
　　ビジターセンターの整備
　　必要機材の調達

「エ」国側：
　　「エ」国側負担工事（駐車場、休憩所(売店）、外構）
　　連結電気カート等
　　展示ソフト作成等
　　施設運営・維持管理
　　保存管理、研究、修復、改善
　　セキュリティ

王家の谷の文化遺産の保存状況が改善され、その価値の認識が拡大する。
（文化遺産保存・発掘・研究が進み、多くの人がその価値・知識を深く理解するようになる。）

王家の谷見学推奨
ルートの案内

入場券の発券、
入場者数管理

公開遺跡情報の掲示

注意事項・禁止事
項等掲示

「エ」国側：
駐車場、見学者休憩所（売店、飲食、便所）、連結電気カート乗換、セキュリティ

西岸地域見学推奨
ルートの掲示

関係者の情報交換、
セミナー

西岸地域の地理的・
歴史的遺跡分布の説
明・掲示・ビデオ上映

発掘・修復活動
の写真展示

見学者の入場待機

入場者数登録と統計、
公開王墓決定

発掘登録管理

遺跡研究・
管理者の執務

発掘・修復活動
のビデオ上映

王家の谷の歴史・地理、内部壁
画映像を含む案内ビデオ上映

王家の谷歴史遺産の写真、出
土品、レプリカ、ジオラマ等の展示

王墓内部の写真掲示

多目的ホール

展示ホール
(王家の谷ミニミュージアム）

研究・事務室
倉庫等

エントランスホール

トイレ

ビジターセンター

活動・所要施設

展示　維持管理

  －　ビジターセンター入場者数
　－　王家の谷　保存・研究・管理施設面積の増加
　－　王家の谷　情報提供・展示施設面積の増加

事業効果の測定

　　－　ビジターセンター及び必要機材が整備される。
　　－　ビジターセンターが機能し、来訪者・関係者に利用される。

成果

効果

ひとつの仕切りの
ないスペース 取りやめ

 

図 3-1 ビジターセンター 問題点・投入・成果のフロー 
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3-2 協力対象事業の基本設計 

3-2-1 設計方針 

(1) 自然条件に対する方針 

計画地点における自然条件上の特徴は 3 点に集約され、その設計での対処方針は以下の

とおりである。 

- 施設建設予定地の地表下には、エスナ層と呼ばれる膨張性の頁岩層がある。常時（乾燥

時）は問題ないが、水を含んだ際に膨張して構造物基礎を持ち上げることが懸念される。

したがって、建設時に構造物下に当たる同層を取り除き、安定した土に置き換える方法

で対処する。 

- 建設予定地は比較的平坦なものの、3%程度の傾斜がある。建物出入口部の高低差を小さ

くするため、ビジターセンター中央通路の床に傾斜をつけることで対処する。 

- 夏季には日中の実質外気温が 50 度に達するほど高温の地域であり、遺跡見学者を適切

な条件で受け入れるためには建物内部の温度管理が必要である。これには、空調設備を

導入することで対処する。また、開口部を小さくし、展示・情報ホール出入口は自動ド

アとし、壁・屋根は高断熱とし、省エネルギーに努める。 

 (2) 社会条件に対する方針 

王家の谷は、年間 200 万人を越す見学者が予測される国際的な貴重な文化遺産である。

全世界から多くの見学者を迎えるため、以下のような対処が必要である。 

- 施設は王家の谷のコア施設の位置付けである上、我が国の協力施設であるという背景を

持つ。したがって、意匠・仕上げ等の面で適切な品位を確保する必要がある。これには、

「エ」国側及び我が国関係者の意向を可能な限り取り込み、適切に反映させることで対

処する。外装仕上げについては、時間とともに劣化や色あせ等が進みにくい砂岩を適用

することで対処する。これはルクソール神殿にも用いられた材料である。 

- 王家の谷の遺跡自体は未舗装路や階段が多く、車椅子が必要な見学者が入場することが

困難である。しかし、本プロジェクトの施設で車椅子の見学者も写真・ビデオ等で文化

遺産の理解が可能となる。したがって、車椅子の利用を可能とする施設とする。 

- 施設は、見学者が立ち寄ることにより効果を発する。見学者が立ち寄る機会・動機を増

加させるための処置が必要であり、見学者の動線に配慮するものとし、駐車場・トラム

乗降場との連絡の中間で本施設を通過する構造とする。 

(3) 現地設計基準に対する方針 

「エ」国には、建築に係る基準が制定されているため、原則として、同基準に準じた施

設設計を行う。また、施設建設予定地周辺の景観に係る配慮は SCA が管理する事項であり、

SCA の意向に配慮する必要がある。 
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設計荷重は以下の通りとする。 
固定荷重 構造部材、仕上げ材の実荷重 
積載荷重 屋根：100 kg/ m2  
風荷重 
地震荷重 

本計画の建物は平屋建て鉄筋コンクリート造砂岩張りであり、地
震の記録は無いので風荷重、地震荷重ともに考慮しない 

 

(4) 現地業者の活用に対する方針 

大カイロ近郊やアレキサンドリア等の大都市周辺での、建設産業は、活発であると言え

る。しかし、ルクソール市のような地方都市は、規模も小さく、建設産業は活発ではない。

建設会社の面でも、大規模な工事では、ルクソール市には元請として工事全体を管理でき

る地元建設会社はなく、プロジェクトごとにカイロ等の建設会社が請負って管理している。 

大カイロ圏に本拠を置く現地ゼネコンは、基本的な土木建築工事や電気機器据付工事の

技術を有している。本計画施設では、特殊な工法等が必要な工事がないため、日本国の技

術者の指導下で現地業者・現地作業員を活用して工事を実施することが可能である。した

がって、日本国の技術者がカイロ近郊の業者を最大限利用することになると考えられる。 

テレビ・ビデオ機材及びコンピュータ機材については世界の有力メーカーがカイロに販

売代理店を置いており、現地調達が可能である。アラビア語への対応、事後のアフターサ

ービスの面で、現地調達が好ましいため、可能な限り現地調達化を図る必要がある。なお、

王家の谷地形モデルは、施設の中心となり、王家の谷のほとんどすべての見学者の注目を

集める重要な位置付けであり、品質を確保するため、日本国調達とする必要がある。 

(5) 運営維持管理能力向上に対する方針 

SCA はエジプト国内に、数多くの博物館を運営・維持管理しており、基本的な運営・維

持管理には問題ないが、王家の谷地形モデルの定期的清掃方法、OA、AV 機材の操作、維

持管理方法、空調設備、衛生設備の運営・維持管理方法を、SCA 側に施設引渡し時を中心

に説明し、適切な維持管理の徹底に努める。 

(6) 施設・機材の範囲に対する方針 

本計画の日本側協力範囲は、ビジターセンター建設とビジターセンターに必要な機材調

達とする。ただし、SCA は将来の見学者数増加に対応したマスタープラン構想を持ってい

るため、この構想の障害とならないような配慮をする。 

(7) 施設、機材等のグレード設定に対する方針 

建設・調達される施設・機材は、事後に SCA の維持管理が容易になるよう、技術レベル

並びに機材仕様に留意する。特に、機材については、高価な業務用特殊機材ではなく、市

販汎用品を活用するようにする。 
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(8) 工期に対する方針 

本プロジェクトは、E/N 締結から建設工事完了までに、約 15 ヶ月を要すると考えられる。

建設する施設はビジターセンターのみであり、段階的に機能を発揮することはできない。

したがって、期分け案件として協力計画を立案することは困難である。想定される E/N 時

期と所要期間から、繰越を前提とした単年度案件とした適用が望ましいと考えられる。 

3-2-2 設計コンセプト 

 (1)  規模と利用者数 

最大ピークの王家の谷見学者数は 1,600 人／時間、往復で計 15 分ビジターセンターに滞

留するとビジターセンター内には（1,600/60x15=）400 人となる。2 ㎡/人として、面積は 800

㎡となる。これは非常に混雑した状態である。 

 通常ピーク時は 1,000 人／時間と考えられ、ビジターセンター内に 250 人となる。面積

800 ㎡に対し 3.2 ㎡/人となり、適切なスペースが確保される。 

約 800 ㎡は、王家の谷に関する情報を展示するのに必要十分な面積と考えられる。 

ピーク時の王家の谷全体と輸送の状況を想定すると次のようになる。 

 王家の谷において 12 の王墓が公開され、その平均全長を 60m、見学者 1 人/m として、王

墓内に 720 人、周辺外部に 800 人、トラムに 100 人、ビジターセンターに 400 人、将来整

備予定施設に 400 人、バザール･駐車場エリアに 800 人として、約 3,000 人が最大ピーク時

に存在することになる。 

 1,600 人／時に対し、バスの平均乗車人員を 40 人とすると、バスの交通量は 40 台／時（90

秒間隔）となる。現在のトラムの乗車人員は 36 人であり、1,600 人／時を運ぶには約 80 秒

間隔で出発させる必要がある。より乗車人員の大きな電気自動車等を導入すれば改善は容

易である。 

 (2) 基本方針 

以下を建築計画の基本方針とする。 

¾ 歴史的、地理的、考古学的、神聖な環境への調和 

¾ 合理的な動線 

¾ 快適・適切な場での王家の谷に関する情報の容易な理解 

¾ 改装と拡張への柔軟性(フレキシビリティー) 

 (3)  施設の目的と機能 

ビジターセンターには、次のような機能を入れる。 
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¾ 展示・情報ホール： 王家の谷地形モデル、情報パネル（地図、図面、写真、解説等）

展示、ビデオ上映、タッチパネル・パソコン、多目的スペースから成り、情報を提供す

る。 

¾ 案内カウンター、バックルーム： 案内。展示管理。プロジェクター等保管。館内監視。 

¾ 事務室： 建物管理。 

¾ 入場券売場： 入場券事務室、外部に面した王家の谷入場券券売窓口。 

¾ 便所： ビジターセンター利用者用便所。車椅子対応トイレを設ける。 

¾ セキュリティ： 本施設に対するセキュリティ（危険物等所持品のチェック）。 

(4)  動線 

ビジターセンターは駐車場とトラム乗り場の間に位置し、基本的にすべての見学者はビジター

センターを通過する。そのため、出入口を 2 ヶ所設ける。混雑時は、王家の谷に向かう見学者と

帰ってきた見学者の動線を明確に分離するが、混雑していないときは、ビジターセンター内を自

由に動けるものとする。 

 

図 3-2  ビジターセンターの動線 
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3-2-3 基本計画 

 (1) 施設計画 

1) 平面計画・仕上 

効率が良く、改装・増設に柔軟に対応できる長方形の平面とする。中央に通り抜けができ、二

方向で分離できる回廊を設け、中心に日本側作成の王家の谷地形モデルを置く。王墓内での見学

注意事項や、公開中の王墓など重要な情報は、回廊部に設けるパネルに掲示する。展示・情報ス

ペースはＨ型に平面とする。強い日射を避け、展示の壁面を多くするため、ずらした壁の間に設

けたスリット状の窓のみとする。 

往路側は、パネル中心の情報展示スペースとし、復路側は腰をかけて見ることのできるビデ

オ・スペースを 2 ヶ所設ける。平行にベンチを置くビデオ・スペースは、セミナーやレクチャー

に利用できるようにする。個別に要望される詳しい情報については、タッチパネル・パソコンで

対応する。中央部には、タッチパネル･パソコンのスタンド 3台を取り付けた木造の壁をつくり、

地形モデル側に広い範囲を含む案内図を掲示し、地形モデルでは現れないビジターセンターの王

家の谷における位置、西岸地域における位置を明示する。情報ホール中央に、多目的スペースを

設ける。 

駐車場側に、建物管理・監視の事務室を置き、トラム側(王家の谷側)には、入場券売場と便所

を設ける。ビジターセンター管理及び案内のため、常時係員がいるカウンターのある受付を設け

る。入場券事務室には、外部に面して券販売窓口を 3ヶ所設ける。 

便所は、通常ピーク時の利用者 250 人に対し、その 5％が集中するものとし、女子ブース 6 ヶ、

男子ブース 4ヶ、男子小便器 4 ヶとする。車椅子や親子で利用可能な大型便所を 1 ヵ所設ける。 

壁で囲まれたビジターセンターの床面積は約 969 ㎡、玄関ポーチの庇部分等を入れて延床面積

約 1,009 ㎡となる。セキュリティ・エリア、入場券売場、玄関ポーチを除き、展示・情報ホール、

事務室等、便所で約 800 ㎡である。 

諸室の面積と主要な機能・仕上げは次表のとおりである。歴史的環境と耐久性を考慮し、展示･

情報スペースおよびセキュリティ・エリアの床は花崗岩とし、壁はプラスター塗りとする。事務

室の床はテラゾー･タイルとする。展示･情報スペースの天井は、様々な展示･照明に対応可能な、

アルミニウム･グリッドとし、スチール・メッシュで埋める。その他の天井は、石こうボードの

上、塗装仕上とする。 
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表 3-1 ビジターセンター建築概要 

面積表と主要機能 

室名 面積 （㎡) 主要機能 

展示・情報ホール 663.0 

王家の谷に関する説明、パネル、模型、写真等の展示、ビデ

オ等の上映により、見学者にわかりやすい情報を提供するスペ

ースである。中央部は斜路のある回廊で、通り抜けのスペース

であり、中央には王家の谷地形モデルを置く。間仕切りがなく、

最新の展示への対応が容易である。 

受付、バックルーム(後室) 32.8
係員が詰め、案内と監視を行う。サーバーコンピュータなどの

機材を設置、保管する。 

事務室 41.0 ビジターセンター施設管理用の事務室である。 

入場券売場 24.6 

既存の王家の谷入場券売場は簡素な小屋であり、取り壊され

る予定である。本入場券売場でトラムに乗る直前に王家の谷入

場券を購入できる。 

便所 57.4 
最大ピーク時、1,400 人と予想される本ビジターサンター利用

者に対処できるよう便所を設けた。 

セキュリティ・エリア 126.6 

多くの人が利用する本施設に入館する前にセキュリティのチェ

ックが必要である。エジプト側で 4 台の X 線検査機が設置され

る。 

風除室 24.0 南側の出入口で空調効果を高める。 

玄関ポーチ 40.0 
出入口部分で、壁では囲まれていない。内部への日射、風の

影響をさえぎる。 

延床面積 1,009.4 エントランス･ポーチ等も合わせた建築部分全体の面積。 

 

構造  

構造 鉄筋コンクリート造、平屋建て、フラット・ルーフ・スラブ 

高さ 5.2m～6.2m 

基礎 良質土入れ替え(地下 2m～1m)、独立基礎 

 

外部仕上げ  

外壁 砂岩(サンドストーン)  

屋根 アスファルト防水、断熱材、保護モルタル 

エントランス・ポーチ庇 木製 

 

内部仕上げ     

室名 床 幅木 壁 天井 

展示・情報ホール 花崗岩 花崗岩 モルタル + プラスター 
アルミニウム・ラティス + ス

ティール･メッシュ焼付塗装 

事務室 テラゾー テラゾー モルタル + プラスター 石膏ボード, EP 

入場券売場 テラゾー テラゾー モルタル + プラスター 石膏ボード, EP 

便所 花崗岩 － 磁器質タイル 石膏ボード, EP 

セキュリティ・ハウス 花崗岩 花崗岩 モルタル + プラスター 石膏ボード, EP 

エントランス・ポーチ 花崗岩 －  (砂岩) (庇)木製 
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建具  

出入口 ガラス両開き戸、自動ドア（ガラス引戸） 

事務室ドア 木製 

便所ドア 木製 

スリット窓 アルミサッシ、熱線吸収ガラス 

入場券売場 アルミサッシ 

 

2) 立面計画 

建物高さは、展示･情報ホールを納めることができ、かつ威圧感がないよう、平均地盤面から

約 5.5m とする。外壁は、神殿にも用いられたナイル川上流の砂岩(サンドストーン)とする。平

面の凹凸は陰影と変化を形成する。凸部の外壁は傾斜を付け、崖のイメージと安定感を出す。わ

ずかに傾斜した砂岩の外壁は、古代神殿の塔門(パイロン)を想起させる。 

3) 断面計画 

展示スペースとしては高い天井高が好ましいが、一方で景観上建築高さが制限される。従って、

展示・情報ホールの天井高を必要十分な 3.8m とする。 

地盤面に緩やかな傾斜があるため、中央通路に斜路を設け、45cm ずつ、計 90cm の高低差を吸

収する。この斜路は空間に変化をつける効果もある。 

4) 構造計画 

フレームは鉄筋コンクリート造とし、壁体は断熱材をコンクリートブロックで挟んだ構造とす

る。屋根は鉄筋コンクリート・スラブの上、アスファルト防水、断熱材、保護モルタルとする。 

本敷地には、地表面から 1.3ｍ～2.0ｍより下にエスナ頁岩層があるので、床付け面より約 1m

深く掘削し、良質土入れ換えを行う。 

 
図 3-3  良質土置換え工法 

 



 25

5) 設備計画 

給水： 東側外部に給水タンクを設け、ポンプでトイレに配水する。補充は、給水車で行う。

エジプト側の給水管への接続後は、給水タンクはバックアップ用とする。 

汚水処理： 東側地下に汚水槽を設け、バキュームカーで取り出す。エジプト側の下水管への

接続後は、汚水タンクはバックアップ用とする。 

トイレ： 水洗便器とする。自動洗浄男子便器とする。 

電気： 事務室に配電盤を置く。各室、各所にコンセントを設ける。 

照明： 展示・情報ホールは、展示に合わせ、蛍光灯とスポット照明を組み合わせる。事務室、

トイレは、一般的な蛍光灯とする。セキュリティ・エリアは蛍光灯およびダウンライ

トとする。エントランス・ポーチはダウンライトとする。西側の外壁は外からライト

アップする。 

電話： 事務室に電話端子を設け、電話機及びサーバー・パソコンが接続できるようにする。

入場券売場にも電話端子を設ける。 

空調： 便所を除き、全館空調を行う。ラティス天井と天井スラブとの間にカセット型室内機

を設置する。 

換気： 全館（展示･情報ホール、事務室、セキュリティ・エリアおよび便所）において強制

換気を行う。換気口は東側のみに設ける。 

スリット窓上部は開放できるようにする。 

 



 26 

(2) 展示計画 

1) 基本方針 

ビジターセンターは、出土品や埋葬品などの遺物を展示するのではなく、「王家の谷」がどの

ような歴史的・地理的環境にあるのか、どのようにして造営されたのか、また今日に至るまで多

くの人々が様々な方法で関わり、発掘・調査研究がなされてきたその成果を、紹介する情報展示

とする。 

ホールの中心に王家の谷中心部の地勢及び岩窟墓の配置、構造形態等を、立体的に理解出来る

様、地表面を透明プラスチックの地形模型を設置する。この地形模型を中心に、情報パネル展示

を主体とする展示ホール及びビデオ上映を行う映像情報ホールと一体化し、「王家の谷」遺跡情

報を総合的に演出する。 

 

図 3-4 展示計画コンセプト 
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2) 展示シナリオ 

以下の展示シナリオは、SCA で作成された案である。 ビジターセンターの展示は、テーベ・

マッピング・プロジェクトの協力の下に作成される。 

展示パネルは、英語、アラビア語、日本語で表示され、日本文は日本側の承認を得る。タッチ

パネル PC の表示は英語のみである。情報は、既に王家の谷に設置してある案内パネルの内容と

重複しないようにする。展示の配列は、実際の王家の谷における王墓の順序に準拠する。 

パネル 

1. 年代表： 古代エジプトの年代表で、新王朝を詳しく表示する。新王朝では、各ファラ

オについて年代を記し、王家の谷に墓を持つファラオは、王墓の位置、モニュメント、

業績を、簡単な説明と図・写真で表す。 

2. 王墓の地図： 王墓の位置を、他の墓、モニュメントや葬祭殿との関係において示す。 

3. ヒエログリフ、カルトゥーシュ(古代エジプト文字、長円で囲まれたヒエログリフの王

名)： ヒエログリフの読み方と、ヒエログリフで書かれた王名を説明する。王家の谷に

書かれたカルトゥーシュの写真を掲げ、その王名の読み方を記す。 

4. 主な神々： 王墓に描かれたハトホル、イシス、オシリス、ホルス、アヌビス、アメン、

ヌトなどの主な古代エジプトの神々とその特徴を示す。 

5. 王墓の建設（掘削・装飾）： ナショナル・ジオグラフィック協会による王墓の建設過程

の図を示し、どのように王墓が作られ、壁画が描かれたかを説明する。 

6. 壁画の「読み方」： 王家の谷の主な壁画を示し、付帯したヒエログリフの訳とともに、

そのシンボリズム、機能を説明する。 

7. ミイラ： 王家の谷で発見されたミイラを解説する。ツタンカーメンのミイラを例に取

り、ミイラのつくり方を図解する。また、発見されたミイラから判明した年齢、病気、

傷などの事実を説明する。 

8. 埋葬品： 王家の谷で発見された埋葬品を解説する。ツタンカーメンの墓、ユヤの墓、

マイヘルペリの墓、KV5（ラメセス 2 世の息子たちの墓）が扱われる。 

9. ファラオ以外の埋葬者： 見過ごされがちな聖職者、役人、家族、ペットの墓を簡単に

解説する。 

10. 発見・発掘の歴史： ギリシャ・ローマ時代から現代までの王家の谷の発見・発掘の歴

史を解説する。観光、発掘、碑文解読、保存・修復、遺跡管理などが検討される。重要

な関係者が説明される。 
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11. 保存・修復： 人間の行為による王墓への影響が解説される。王墓と壁画の過去と現在

の写真を掲げ、その変化を示す。熱や湿気による問題を説明し、見学者に対し、見学時

の遺跡への注意を喚起する。 

公開中の王墓の最新情報 

公開中の王墓と、混雑・空いているなどの現在の状況を示す。 

王家の谷地形モデル 

王家の谷の立体的な状況を一目で把握できる、地形モデルを中央に設置する。(日本側) 

テレビ・モニター １ 

ナショナル・ジオグラフィック協会の王家の谷を概説した 4～5 分のビデオを上映する。 

テレビ・モニター ２ 

1920 年代のハワード・カーターによる発掘と、ツタンカーメン墓のオープニングの状況を撮

った、ハリー・バートンによる 4 分間の映像を上映する。 

タッチ・パネル PC 

テーベ・マッピング・プロジェクトのウェブサイトの簡易版をタッチ・パネル・コンピュータ

に移植する。王家の谷の 62 のすべての墓(岩窟)の情報・図が得られる。 
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(3)  機材計画 

1) 基本方針 

施設内では、情報パネル、写真、ビデオ、コンピュータによる情報検索、王家の谷地形

モデル等を通して情報を展示する。機材は、施設内での情報展示に必要なものに限定する。

掲示する写真パネル、上映するビデオ及びタッチパネル･コンピュータ・ソフト、コンピュ

ータ検索用データ、展示ソフト等作成に係るは「エ」国側負担とする。ビデオ撮影･編集機

材などは協力対象外とする。 

機材は、事後のメンテナンスが簡易になるよう、市販汎用機材を活用する上、各機器で

独立して操作・活用するシステムを取り入れる。 

 2) 機材内容 

上記方針及び前述の施設計画から、以下の機材を本プロジェクトで調達する。 

- データ管理用コンピュータ： 1 セット (タブレット PC と LAN 接続) 

- タブレット・コンピュータ（タッチパネル・コンピュータ）： 10 セット 

- フラットスクリーン大型テレビ： 2 セット 

- DVD プレーヤ： 2 セット (ビデオ上映用) 

- プロジェクター(パソコン用、オーバーヘッド、スライド)： 各 1 セット 

- 王家の谷地形モデル： 1 セット （照明組み込み） 

 

表 3-3   調達機材の概要 

機材名 主な仕様 使途 数量 
データ管理用コンピュータ CPU: 3GHz;  

メモリ: 512MB 
DVD-R/RW、CD-R/RW ﾄﾞﾗ

ｲﾌﾞ付、17 ｲﾝﾁﾓﾆﾀｰ付 

施設の管理、展示ソフト、タッチパネ

ル・コンピュータで検索するデータ、王

家の谷データベースの管理を行う。 

1 セット 

タッチパネル・コンピュータ タブレット PC 
画面 10 ｲﾝﾁ以上 

王家の谷紹介のソフトをインストー

ルし、詳しい情報が得たい見学者の要望

に答える。 

10 セット 

大型 TV ディスプレイ 42 ｲﾝﾁ、ﾌﾟﾗｽﾞﾏまたは液晶 王家の谷の遺跡情報を中心としたビ

デオを常時上映し、見学者へ情報を伝達

する。 

2 セット 

DVD プレーヤ エジプト地域対応型 大型TVディスプレイで上映するビデ

オデータを再生する。 
2 セット 

データ・プロジェクター 1500 ﾙｰﾒﾝ以上 王家の谷王墓の情報および修復状況

等に関するレクチャー、セミナー等に用

いる。 

1 セット 

スライド・プロジェクター 50 枚ﾄﾚｲ以上 同上。年配の発表者は貴重なスライド

を所持しており、自らの発表ではスライ

ド･プロジェクター使用が好ましい。 

1 セット 

オーバーヘッド・プロジェク

ター 
コンパクト･タイプ 同上。年配の発表者にとって、簡便な

オーバーヘッド･プロジェクターが必要

なケースがある。 

1 セット 

王家の谷地形モデル 縮尺 1/250 
主材料 FRP/ｱｸﾘﾙ、 
内部照明・台付 

把握しづらい王家の谷の地形、王墓の

位置、王墓の形状を立体モデルで展示を

行う。 

1 セット 
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3-2-5 施工計画／調達計画    

3-2-5-1 施工方針 

(1) 事業実施主体 

「エ」国側の本計画に係る実施の責任・実施機関は SCA であり、本計画を円滑に進める

ために SCA は日本のコンサルタント及び請負業者と密接な連絡及び協議を行い、本計画を

担当する責任者を選任する必要がある。選任された責任者は、本計画で建設されるビジタ

ーセンターと王家の谷マスタープランとの整合および展示計画を協議し、既存カフェテリ

ア取り壊し･撤去、適切な展示を含む「エ」国側の負担事項を遅滞なく実施する必要があ

る。 

(2) コンサルタント 

本計画の資材調達・施設建設を実施するため、日本のコンサルタントが SCA と設計監理

業務契約を締結し、本計画に係わる実施設計と施工監理業務を実施する。また、コンサル

タントは入札図書を作成すると共に、事業実施主体である SCA に対し、入札実施業務を代

行する。 

(3) 請負業者 

我が国の無償資金協力の枠組みに従って、公開入札により「エ」国側から選定された日

本国法人の請負業者が、本計画の施設建設及び機材調達を実施する。 

請負業者は本計画の完成後も、引き続き建設施設の補修、修理時の対応等のアフターサ

ービスが必要と考えられるため、当該施設の引き渡し後の連絡調整についても十分に配慮

する必要がある。 

(4) 技術者派遣の必要性 

長期で実施される本計画の施設建設は、資機材調達、国内輸送、現場工事等からなる工

事であり、お互いに調整のとれた管理が必要である。また、工程、品質、出来形及び安全

管理のため、工事全体を一貫して管理・指導出来る現場主任を日本から派遣することが不

可欠である。本計画においては施設建設の際、現地施工業者に対する工法的な助言や確実

な工程の管理は重要であり、日本人技術者の派遣が必要である。 

(5) 施設施工方針 

現地の材料、工法を用い、スムーズな施工とコスト削減に努める。 

(6) 調達方針 

無償資金協力で調達する機材は、建設するビジターセンター施設内での情報展示に必要

なものを原則とし、展示ソフト作成に係るものは協力対象外とする。施設内では、写真パ

ネル、ビデオ、コンピュータによる情報検索、王家の谷立体地形モデル、映写データ等の
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媒体を通して情報を展示し遺跡見学者／遺跡関係者へ伝達する。したがって、協力対象範

囲は、遺跡見学者／遺跡関係者へ情報を伝達するための機材を調達する。 

なお、展示ソフトそのものの作成は「エ」国側負担する。ここには、掲示する写真パネ

ル、上映するビデオ及びコンピュータ検索用データ等を含む。そのため、特殊な操作・維

持管理を必要とする機材は、事後のメンテナンスの容易性のみならず、「エ」国側のソフ

ト制作にも影響を与えることとなる。したがって、市販汎用機材を調達することとする。 

3-2-5-2 施工上の留意事項 

(1) 施工事情 

ルクソールは、観光中心の小都市であり、一般に普通作業員の確保しか望めず、熟練工・技

能工はカイロから派遣する必要がある。調達できる建設機械もほとんどない。建設業者所有のコ

ンクリート･プラントは、一般への生コンクリート販売は行っていない。 

冬季を除き日中は、高気温により作業が不可能であり、早朝と夕刻に作業をする必要がある。 

西岸地域には、市街が発達していないので、商業･業務サービスは東岸地域に頼らなければ

ならない。西岸と東岸は、ルクソール橋経由で約 20km の道のりである。 

(2) 現地資機材の活用について 

施工計画の策定に当たっては、可能な限り現地で調達可能な資機材を採用する。各資材の

生産・製造・販売には、供給力の問題もあり、調達計画時においては、入念な事前準備が必要

である。 

工事期間が 9.5 ヶ月と短いため、調達の遅れは工程管理に対し致命的要因となる。調達遅れ

を避けるために採るべき手段は、着工初期段階で発注を行える体制を整えることが、第一である。

使用材料製作期間の把握を行い、工事進捗を考慮し業者選定、発注を行うために、着工初期段

階で業者及び材料調査が必要である。 

(3) 安全対策について 

建設工事現場において作業員に対する安全確保に留意する必要がある。本計画の建設では、

屋根工事等の高所作業があり、転落・墜落等の人命に大きな影響を与える災害・事故が考えら

れるため、上下作業の禁止及び足場の確保等の安全作業の施設設置等を指導・教育し安全対

策を講じる。また、建設現場のそばを多数の見学者が往来するので、その安全を考慮し、安全交

通管理要員を置く必要がある。 

建設敷地西側は、見学者が往来し、トラムへの乗り換えがあるので、特に交通安全に留意す

る。 

3-2-5-3 施工区分 

我が国と「エ」国側の施工負担区分は表 3-4 に示すとおりである。（無償資金協力における一般

的な分担事業については 3-3 相手国側分担事業の概要を参照） 
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表 3-4  施工区分  

 
施工項目 

日本 エジプト
備考 

1. 敷地の確保    

(1) 建設敷地の確保 （平坦地）  ○ 土地権利関係を含む。E/N前。 

(2) 既設カフェテリア、ガレージの取り壊し・

撤去、電線移設 
 ○ 

撤去跡地の舗装等を含む。日本

側着工前。 

(3) 工事仮設用地の提供  ○ 建設敷地隣接 

2. ビジターセンター建設    

(1) ビジターセンター建設 
○  

建築物範囲内の設備、造り付け

カウンターを含む 

(2) 恒久的フェンス･ゲート  ○  

(3) 建設中仮囲い・仮囲いゲート ○   

3. 機材調達    

(1) 一般家具  ○  

(2) 本件必要機材 
○  

報告書内明記（地形模型、TV、

PC、プロジェクタ） 

4. セキュリティ    

(1) 建設工事中のセキュリティ 
 ○ 

警官配置を含む。工事敷地内ガ

ードマンは日本側。 

(2) 工事完成後のセキュリティ  ○ 警官配置を含む。 

5. 館内展示 （展示物、展示ソフトなど）    

(1) 王家の谷地形模型 ○  設置を含む 

(2) 上記以外の展示（パネル、写真、解説、

パソコン･ソフト、ビデオソフトなど） 
 ○  

 凡例: ○が施工区分を表す。 

 

3-2-5-4 施工監理計画/調達監理計画 

我が国の無償資金協力制度に基づき、コンサルタントは基本設計の趣旨を踏まえ、実施設

計業務・施工監理業務について一貫したプロジェクトチームを編成し、円滑な業務実施を図

る。コンサルタントは施工監理段階において、本計画対象地域では、様々な宗教・民族・部

族・言葉等が入り乱れているという事情を十分に認識すると同時に、長期に渡る年度毎の工

程管理、品質管理、出来形管理及び安全管理の整合性を保たなければならない。また、コン

サルタントは必要に応じて「エ」国内で製造・製作・生産される資機材の立会検査を実施し、

資機材のサイト搬入後のトラブル発生を未然に防ぐように監理を行う。 

(1) 施工監理/調達監理の基本方針 

コンサルタントは、年度毎の本工事が所定の工期内に完成するよう工事及び資機材調達

の進捗を監理し、契約書に示された品質、出来形及び資機材の納期を確保すると共に、現

場での工事が安全に実施されるように、請負業者を監理・指導することを基本方針とする。 

以下に主要な施工監理/調達監理上の留意点を示す。 
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1) 工程管理 
請負業者が、契約書に示された納期を守るために、契約時に計画した実施工程と、そ

の実際の進捗状況との比較を各月、または各週に行い、工程遅延が予測されるときは、

請負業者に対し注意を促すと共に、その対策案の提出と実施を求め、契約工期内に工事

及び資機材の納入が完了する様に指導を行う。 

計画工程と進捗工程の比較は主として以下の項目による。 

① 工事出来高確認（建設資材調達状況及び工事進捗状況） 
② 資機材搬入実績確認（建設資機材及び備品） 
③ 仮設工事及び建設機械準備状況の確認（必要に応じて） 
④ 技術者、技能工、労務者等の歩掛と実数の確認 

2) 品質、出来形管理 
建設された施設及び製作・納入された建設資材が、契約図書で要求されている施設及

び資機材の品質、出来形を満足しているかどうかを、下記項目に基づき監理を行う。確

認及び照査結果、品質や出来形の確保が危ぶまれる時は、コンサルタントは直ちに請負

業者に訂正、変更、修正を求める。 

① 建設工事施工図及び使用資材仕様書の照査 
② 備品・建具の製作図及び仕様書の照査 
③ 資機材の製造・生産現場への立会い又は検査結果の照査 
④ 資機材の据付施工図及び据付要領書の照査 
⑤ 出来形・仕上り状況の監理・確認 

3) 安全管理 
請負業者の安全管理責任者と協議・協力し、建設期間中の現場での労働災害及び、第

三者（特に見学者）に対する傷害及び事故を未然に防止するための監理を行う。現場で

の安全管理に関する留意点は以下の通りである。 

① 安全管理規定の制定と管理者の選任 
② 建設機械類の定期点検の実施による災害の防止 
③ 工事用車両、運搬機械等の運行ルート策定と安全走行の徹底 
④ 安全施設設置及び定期的な点検 
⑤ 労働者に対する福利厚生対策と休日取得の励行 

(2) 計画実施に関する全体的な関係 

施工監理時を含め、本計画の実施担当者の相互関係は、図 3-5 の通りである。 
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交換公文（Ｅ/Ｎ） 

 

 

 

・実施設計の確認 

・入札図書の確認 

・各契約書の確認  

・工事進捗等報告 

 

 施工監理 

 

 

 

 

＊備考：コンサルタント契約及び業者契約は日本国政府の認証が必要である。 

図3-5 事業実施関係図 

 

(3) 施工監督者 

本計画の施設建設工事の規模・内容等に応じて表 2-1 に示すコンサルタント技術者の現場

監理者を適宜派遣するものとする。 

表3-5 コンサルタント派遣技師 

派遣技師名 人数 業務内容 派遣期間 

常駐監理 1 プロジェクト全般の監理、各所との折衝・協議 工事期間中 

総括 1 プロジェクト全般の管理、全般の協議等 工事開始・終了時期 

 

厳しい環境(高温、砂漠、砂嵐、乾燥など)の中、求められた建物の品質を確保するため、

又、決められた工程を維持するためにも、日本人が持つ、きめ細かな管理が必要とされる。

そのため、十分経験のある日本人技術者を派遣し、原則として、着手時から完了まで、1

名の日本人が所長として常駐するように計画する。他の必要な技術要員は現地雇用する。

工事期間中を通じ、現地技術者への工事管理ノウハウ技術転移を図る。また、現地人技術

者、多くの工種の熟練作業員や材料をカイロで調達する必要があり、その連絡や管理の事

務作業が多く、ここに支障をきたすと余裕のない工期に問題が生じる恐れがあるので、事

務管理者を配置する。 

本計画における施設建設工事の規模及び内容から、表 3-6 に示す請負業者側技術者の現

日本国政府 「エ」国政府 

日本の請負業者 

・ビジターセンター 

   建設工事 

・必要機材の調達 

日本のコンサルタント 

・実施設計図の作成 

・入札仕様書の作成 

・入札業務の代行 

・施工監理業務の実施 

SCA 

工事請負契約 コンサルタント契約

国際協力機構 
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場常駐が最低限望ましい。 

表3-6 請負者側派遣技師 

派遣技師名 人数 業務内容 派遣期間 

所  長 1 工事全般の管理、承認取得、資材・備品調達
管理、労務管理、経理事務 全工事期間（日本人） 

事務担当 1 資材・備品調達管理、労務管理、経理事務 全工事期間（日本人） 
 

また、現地庸人については、適宜状況を判断し、適正な配置計画を行うものとする。 

3-2-5-5 品質管理計画 

本計画において、現地調達が可能な建設工事用資材については、日本国製品と比較し、製

作・製造段階での品質管理が徹底されておらず、品質のばらつきがあるため、現場搬入前の

入念な品質検査は不可欠である。なお、現場において製造（コンクリート・モルタル等）・

施工される物の品質管理については、施工計画の策定段階における施工管理基準に倣った規

定を設け、品質管理の指針とする。 

3-2-5-6 資機材等調達計画 

本計画において調達・建設される資材の大半は、現地において調達可能である。また、本

計画対象州における土木・建築工事用資機材（骨材、セメント、鉄筋、鋼材、木材、塗料な

ど）については、「エ」国産又は第三国産があり、数多く市場に出回っているため、現地で

の入手が容易である。 

なお、建設機械及び運搬車輌についても、カイロでリースまたは調達が可能であり、本計

画の実施上特に支障はない。 



 41

3-2-5-7 実施工程 

我が国の無償資金協力制度に基づき、以下のとおりの事業実施工程とした。 

 

図 3－6 事業実施工程表 

3-3 相手国分担事業の概要 

本計画を実施するに当り、3-2-4-3 項「施工区分」に示す「エ」国側施工範囲の他、無償資

金協力における「エ」国側が実施・負担する一般的な事項は以下のとおりである。これが実

施されて初めて本プロジェクトの成果の発揮が期待できる。 

1. 計画・実施に必要な情報及びデータの提供 

2. 関係省庁への許認可申請・取得 

3. 日本側工事の開始以前に、既設カフェテリア･ガレージの撤去・整地、建設敷地の充分

な整地作業 

4. 本計画に係わる調達資材・製品の免税措置 

5. 認証済み契約に基づき提供されるサービスに関連して、日本人が「エ」国に滞在また

は入国する許可 

6. 認証済み契約に基づき提供される資材・製品やサービスに関連して通常「エ」国で課

税される税金、関税等の日本人への免税措置 

7. 銀行口座開設に係わる日本の銀行への手数料の支払い 

8. 本計画の実施に際し、日本の無償資金協力で負担されない事項の全ての負担 

9. 本計画の運用・維持管理技術移転のため、本計画専門のカウンターパートの任命 

10. 日本の無償資金協力で調達される資機材及び施設の正しい効果的な使用と維持 

11. 建設資材輸送路の確保及び維持 

項目 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

現地調査

国内作業

現地承認 （計2.5ヶ月）

準備工事 （計9.5ヶ月）

仮設工事

地業･土工事

躯体工事

仕上工事

建築設備工事

その他工事

機材調達

機材搬入、設置

検収･引渡し

実
施
設
計

施
設
建
設
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12. 建設工事期間中の現場および関係者の安全確保 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

(1) 「エ」国側の所管体制 

供用開始後の本計画施設の運営・維持管理は、SCA が所管する。実際の活動は、上エジ

プト・オアシス考古部が実施する。 

(2) 施設の維持管理 

建築の運営、建築の維持管理、展示の維持管理・更新が必要になる。 

1) 建物の運営 

建物の施錠、開錠、見学者への対応などの業務であり、受付に詰める（2 名で交代）。

入場券売場では、券売担当が必要である（混雑時 3 名）。建築設備について、電気技術者、

設備技術者等への連絡、監理を行う。また、日常の清掃、整理･整頓を行い、施設をきれ

いに保つ。 

2) 建物の維持管理 

建築躯体、電気設備、空調設備、自動ドア等について、定期的な点検、補修、消耗品の

交換、故障時の修理、給水車による水の補給、バキュームカーによる汚水の汲み取り等が

必要である。給水タンクが空になったとき、汲み取りも必要であり、常に給水タンク水量

を点検する必要がある。 

3) 展示の維持管理･更新 

展示の企画を行い、展示物（パネル、写真、解説、模型など）を作成･掲示し、ビデオ

を作製･上映し、王家の谷に関するタッチパネル･コンピュータ・ソフトを作成・運営し、

それらを最新の情報に更新していく作業が必要である。 
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3-5 プロジェクトの概算事業費 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる概算事業費総額は約 2.73 億円となり、日本

と「エ」国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記(3)積算条件によって、次のよう

に見積もられる。 ただし、ここに示す概算事業費総額は暫定値であり、必ずしも交換公文

上の供与限度額を示すものではなく、本協力対象事業の実施が検討される時点において更に

精査される。 

(1) 日本側負担経費 

ビジターセンターの建設および必要機材の調達。 

（建築延床面積：約 1,009 ㎡） 

 概算日本側負担経費（小計） 約 261 百万円 

費目 概算事業費(百万円) 

施設 ビジターセンター建設 160

機材 必要機材（地形模型等） 49
209

実施設計・施工監理･技術指導 52

合計 261

(2) 「エ」国負担経費 

既設カフェテリア･ガレージの取り壊し・撤去、カフェテリア撤去跡地を含む駐車場改

良工事費、電線移設工事費：約 700,000 エジプトポンド（約 12,390,000 円） 

表 3-7 「エ」国負担経費 

項目 工事費  

既設カフェテリア･ガレージの取り壊し・撤去 180,000 エジプトポンド 

カフェテリア撤去跡地を含む駐車場改良工事費 410,000 エジプトポンド 

電線移設工事費 110,000 エジプトポンド 

  合計 700,000 エジプトポンド 

(3) 積算条件 

1) 積算時点 平成 16 年 6 月 
2) 為替交換レート 1US$ = 109.24 円  

 (2003 年 12 月 4 日から 2004 年 5 月 31 日平均値) 
1 エジプトポンド(LE) = 17.70 円 
 (2003 年 12 月 4 日から 2004 年 5 月 31 日平均値) 

3) 施工期間 これに要する詳細設計、工事の期間は施工工程に示したと
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おりである。 
4) その他 本計画は、日本国政府の無償基金協力の制度に従い実施され

るものとする。 

3-5-2 運営・維持管理費 

(1) 本事業による施設の運営・維持管理費 

本事業実施によって整備される施設の維持管理費は、下表のように見積もられる。 

表 3-8 本事業実施による維持管理費 

項目 
金額 

（エジプトポンド／年） 
算定条件＊ 

館内清掃費 9,000 25ｘ365=9,125 
電気料金 235,000 照明、空調設備など 
給水料金 25,000 2,000,000x0.05x0.01x25=25,000LE 
汚水処理料金 6,000 2,000,000x0.05x0.01x6=6,000LE 
空調機維持費 17,000  
自動ドア維持費 8,000  
 合計 300,000  

 ＊： 見学者年間 200 万人とする。 

以上の維持管理費約 30 万 LE(エジプト・ポンド)は、SCA の 2002/2003 年度の維持管

理費予算 362 万 LE の１割以下であり、対応可能である。 

また、以下の要員が必要である。 

担当 要員数 

事務室（建物管理） 2 人 

情報案内、展示管理 2～3 人 

入場券売場 2～4 人 

合計 6～9 人 

 * シーズンにより必要数が変わる  

所管の上エジプト・オアシス考古部の下の、直接担当の西岸地域考古部の人員は約

273 人であり、本計画施設の維持管理に十分な組織・人員能力を有していると判断され

る。 

 



 45

3-6 本計画対象事業実施にあたっての留意事項 

本計画対象事業の円滑な実施に直接的な影響を与えると考えられる留意事項としては、下

記が考えられる。 

・ 当該建設工事を円滑に施工するためには、「エ」国側は、工事実施前に当該教室の設置予

定場所の整地工事の実施、アクセス道路の整備並びに土地登記簿を取得する必要がある。 

・ ビジターセンターの展示物、および展示ソフト等を内装工事完了までに完成させる。 

・ また、当該ビジターセンターに配備される担当員の確保・任命を行う。 

・ 更に、供用開始後、SCA は、当該施設の定期巡回を実施し、施設の維持管理指導を適宜実

施する必要がある。 
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第 4 章 プロジェクトの妥当性の検討 

4-1 プロジェクトの効果 

本計画の実施により期待される効果は以下のとおりである。 

(1) 直接効果 

現状と問題点 本計画での対策（協力対象事業） 計画の効果・改善程度 

1) 王家の谷の情報を提供する現

地の施設がなく、王家の谷の

状況、歴史的･文化的価値の把

握が難しい。 

王家の谷地形モデル、大型テレビ

などが整備されたビジターセンタ

ーを建設する。 

王家の谷地形モデル、掲示、展示、

ビデオ上映などにより、王家の谷

に係るわかりやすい情報が、年間

200 万人以上と予測される見学者

に提供され、理解が促進される。 

2) 構造に損傷を受けたカフェテ

リアが放置され、駐車場付近

の王家の谷の景観を阻害して

いる。 

既存カフェテリアを取壊し・撤去

し（エジプト側工事）、好ましい外

観のビジターセンターを建設する

(日本側工事)。 

王家の谷導入部にある駐車場付近

の景観が改善される。 

3) 王墓内での見学者の行動や呼

気により壁画の劣化が進行し

ていることが、見学者によく

理解されていない。 

王墓内の見学の際に必要な注意事

項・禁止事項を掲示し、周知する。 

壁画の経年変化を示し、見学者の

行動が王墓に及ぼす影響を広報す

る。特定の王墓への集中を緩和す

るため、開いている王墓、混雑状

況などの情報を掲示する。 

見学者が、王墓内での保存に係る

注意事項等を理解して、王墓内で

の行動に注意する。 

 
(2) 間接効果 

現状と問題点 本計画での対策（協力対象事業） 計画の効果・改善程度 

1) 王墓の現在の修復状況がわか

りにくい。 

情報スペース(ビデオ・タッチパネ

ル・コンピュータ・スペース)が整

備される。ビジターセンターでレ

クチャー等が開催される。 

王墓の修復状況の最新の情報が提

供され、王家の谷に関する個別の

詳しい情報要求に応える。 

２) 見学者の休憩場所が限られ

ている。 

空調されたビジターセンターの情

報スペースにベンチが用意され

る。 

見学者が適切に休憩できる場が提

供される。 
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4-2 課題・提言 

本計画の効果が発現・持続するために、「エ」国側が取り組むべき課題は以下のとおりで

ある。 

¾ ビジターセンターの展示物および展示ソフトが適切に運営され、最新の情報が見学者に

提供される必要がある。 

¾ 本計画で整備される建築および機材が適切に維持管理されるための人員、予算が確保

され、施設運営が適切に実施される必要がある。 

4-3 プロジェクトの妥当性 

以下に示すとおり、本計画は、我が国の無償資金協力による協力対象事業として妥当と判

断される。 

1) 裨益対象 

王家の谷の見学者数は 2000 年で年間約 160 万人であり、将来 200 万人を越すと予測されて

いる。この見学者の大多数が、本ビジターセンターを通過し、王家の谷地形モデル他、展示･

情報を見ることとなる。その中で、より詳しい情報を得たり、ビジターセンター内で腰をか

けたりして利用する見学者も多数いると考えられる。 

また、間接的には、文化遺産環境の改善、観光収入の増加等により、エジプト国民（約 6,500

万人）への裨益が期待される。 

2) 緊急性 

現在、王家の谷には情報を提供する適切な施設がなく、早急に整備する必要性がある。 

3) 維持管理能力 

SCA は、エジプト国内で多くの博物館、ビジターセンターを建設、運営維持管理しており、

本ビジターセンターの維持管理に全く問題はない。西岸地区担当の SCA 要員は 270 名以上で

余裕があり、本ビジターセンターへの増強は他地域からも可能であり、十分である。予算措

置も責任をもつことが約束されている。 

4) 上位計画における位置付け 

第５次経済社会開発５ヵ年計画の中では、歴史・考古遺産の保全が政策の一つとして挙げ

られており、本プロジェクトは国家計画に沿ったものであると言える。 

5) 環境への配慮 

本ビジターセンターは、サイトの歴史的･地理的環境を考慮した、凹凸のある砂岩張り低層

建築であり、閉鎖されたカフェテリアの取り壊し・撤去と共に、景観は改善される。汚水は

地中に排出されず、環境への負の影響はない。 



 48

6) 我が国の文化遺産無償資金協力制度による実施の可能性 

「エ」国は、人口 6,920 万人(2003 年 1 月)、一人当たり GNP1,530 米ドル（2001 年：世銀）

であり、文化遺産無償の対象上限である一人当たり GNP5,225 米ドルを大きく下回っている。

王家の谷は、UNESCO 世界遺産に指定されていて、上述のように全世界から多くの見学者があ

るが、現地で情報を得る適切な施設がない。また、事業費は上限である 3 億円を下回ってい

る。 

4-4 結論 

本計画は、前述のように多大な効果が期待されると同時に、本計画が王家の谷文化遺産の

保存･活用の向上に寄与するものであることから、協力対象事業の一部に対して、我が国の無

償資金協力を実施することの妥当性が確認される。さらに、本計画の運営・維持管理につい

ても、相手国側体制において、要員及び技術水準は十分で実施上の問題はないと考えられる。

さらに、前述 4-2 課題・提言 に記した事項が改善、実施されれば、本計画は円滑かつ効果

的に実施されると判断される。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－１  調査団員・氏名 



 

１．  調査団員氏名・所属 

（1） 基本設計調査 

氏 名 担当業務 現 職 

新井 和久 総 括 

独立行政法人国際協力機構 (JICA)   

無償資金協力部 生活環境改善チーム 

主査 

近藤 信孝 計画管理 
独立行政法人国際協力機構 (JICA)   

無償資金協力部 生活環境改善チーム 

南  直行 業務主任／建築計画 八千代エンジニヤリング（株） 

永金 宏文 展示企画 八千代エンジニヤリング（株） 

加瀬 敞康 建築設計・積算 八千代エンジニヤリング（株） 

藤井 克巳 機材計画/調達・積算 八千代エンジニヤリング（株） 

 

 

（2） 概要説明調査 

氏 名 担当業務 現 職 

岡本  茂 総 括 
独立行政法人国際協力機構 (JICA)   

エジプト事務所 所長 

朝熊 由美子 計画管理 
独立行政法人国際協力機構 (JICA)   

無償資金協力部 生活環境改善チーム 

南  直行 業務主任／建築計画 八千代エンジニヤリング（株） 

藤井 克巳 機材計画/調達・積算 八千代エンジニヤリング（株） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－２  調査行程 



１．　基本設計調査日程

総括 計画管理 業務主任/建築計画 機材計画/調達・積 建築設計･積算 展示企画
新井　和久 近藤　信孝 南　直行 藤井　克己 加瀬　敞康 永金　宏文

独立行政法人 国際協
力機構 (JICA)　　無償
資金協力部 生活環境
改善チーム：　主査

独立行政法人 国際協
力機構 (JICA)　　無償
資金協力部 生活環境
改善チーム

八千代エンジニヤリング（株） 八千代エンジニヤリング（株） 八千代エンジニヤリング（株） 八千代エンジニヤリング（株）

1 5月9日 成田－ロンドン  (11:00-15:30 VS901)
ロンドン－カイロ (17:00-23:50 BA155)

2 5月10日 9:30 JICA エジプト事務所, 11:00 在エジプト日本大使館 (EOJ), 12:30外務省 (MOFA) 　表敬訪問、調査内容説明

14:00  UNESCOカイロ事務所打合せ
3 5月11日 10:00  MOC / SCA　キックオフ･ミーティング

          MOC / SCA 　インセプションレポート協議（調査目的、背景、内容）
4 5月12日 カイロ－ルクソール(06:30-07:35 MS137)

  9:30  SCA ルクソール事務所　調査内容説明･協議、サイト調査
5 5月13日   10:00  SCA協議　　14:00ルクソール博物館　　20:00　SCA協議

6 5月14日 　　　　　　　　　　　ルクソール－カイロ (07:00-08:05 MS132) 

データ解析･整理 資料整理

7 5月15日

8 5月16日

9 5月17日 成田－ロンドン (10:55-15:15BA006)

ロンドン－カイロ (17:00-23:50 BA155)

10 5月18日 カイロ－フランクフルト (16:30-19:45 LH583) カイロ－ルクソール (08:30-09:35 MS135)
フランクフルト発(21:05- JL408) SCA打合せ、サイト調査

11 5月19日 成田着 (-15:20) SCA打合せ、質問表調査 SCA打合せ(展示シナリオ）

展示計画調査 サイト調査
12 5月20日 展示計画調査

13 5月21日 西岸地域調査 同上 展示調査

14 5月22日

15 5月23日 展示計画調査

16 5月24日

17 5月25日 建築計画 SCA打合せ SCA打合せ 展示計画
機材･調達計画調査 建設資機材調査

18 5月26日 ルクソール－カイロ (12:40-13:40 MS136 ルクソール－カイロ(12:40-13:40 MS13

運営維持管理計画 展示計画
19 5月27日 運営維持管理計画 展示計画

協力計画
20 5月28日 施設計画 カイロ－ロンドン (08:25-11:50 BA154) 展示調査 展示調査

ロンドン発 (13:40- BA005)

21 5月29日 成田着(-09:10 ) SCA打合せ
フィールドレポート作成

22 5月30日 カイロ－ロンドン (08:25-11:50 BA154)

ロンドン発 (13:40- BA005)

23 5月31日 成田着 (-09:10 )

24 6月1日

25 6月2日

26 6月3日

27 6月4日 補足調査 補足調査

28 6月5日 カイロ－ロンドン (8:25-11:50 BA154) カイロ－ロンドン (8:25-11:50 BA154)

ロンドン発 (13:40-  BA005) ロンドン発 (13:40-  BA005)

29 6月6日 成田着 (-09:10) 成田着 (-09:10)

施設計画

SCA協議
施設計画

フィールドレポート作成

フィールドレポート作成

金

SCA　フィールドレポー
ト説明･協議

日本大使館、JICAエ
ジプト事務所報告

SCA協議

SCA協議
建築計画

日本大使館、JICAエ
ジプト事務所報告

SCA　協議
フィールドレポート作成

火

土

SCA　フィールドレポー
ト説明･協議

王家の谷マスタープラン
打合せ

月

SCA　ビジターセンター
案協議

同上建築計画

機材･調達計画調査

同上

機材･調達計画調査

フィールドレポート作成
SCA打合せ

木

サイト調査、施設計画

同上

コンサルタント

サイト調査
測量再委託準備

サイト調査
測量再委託準備

SCA　協議議事録(M/D)打合せ

日

サイト調査

日

月

火

水

木

金

土

水

金

土

金

土

日

月

火

水

日

水

カイロ－ルクソール (08:30-
09:35 MS135)

担当業務
氏名

月

火

SCA　M/D署名
13:30 JICA報告、15:00 日本大使館報告

要請内容および負担事項等協議

現職

日

ルクソール－カイロ (07:00-
08:05 MS132) 、市場調査

同上

同上

木

同上

SCA協議

建設資機材調査

木

SCA　ビジターセンター
案協議

ルクソール－カイロ (12:40-
13:45 MS136)、市場調査

SCA　ビジターセンター
案協議

SCA　ビジターセンター
案協議

SCA　ビジターセンター
案協議

官ベース

 15:00  要請内容及び負担事項等協議

 10:00 SCA　協議議事録(M/D)打合せ

SCA　M/D署名
13:30 JICA報告、15:00 日本大使館報
告

同上

同上

ルクソール市最高評
議会打合せ



２．概要説明調査日程

官ベース コンサルタント
計画管理 業務主任/建築計画 機材計画/調達・積算

朝熊　由美子 南　直行 藤井　克巳
独立行政法人 国際協力機構 (JICA)
無償資金協力部 生活環境改善チーム

八千代エンジニヤリング（株） 八千代エンジニヤリング（株）

1 8月20日 バーレン－カイロ（11:20-14:25 GF071) 成田－ロンドン  (10:20-15:30 JL403)
カイロ着 ロンドン－カイロ (17:00-23:50 BA155)

2 8月21日 　ルクソール視察 11:00　王家の谷マスタープラン、基本設計概要打合せ　（ケント・ウィークス博

3 8月22日

4 8月23日

5 8月24日

6 8月25日 　14:00　SCA　M/D署名

7 8月26日

8 8月27日 カイロ－パリ (2:05-5:55 AF521)

パリ発(19:05- JL406) 　11:00　サイト調査

9 8月28日 成田着 (-13:55)   10:00  SCA協議、サイト調査

10 8月29日

　午後　ルクソール-カイロ(12:40-13:45 MS136)
11 8月30日

12 8月31日

13 9月1日 カイロ－ロンドン (8:25-11:50 BA154)
ロンドン発 (19:45-  JL402)

14 9月2日 成田着 ( -15:30)

 *　総括（岡本茂）は、JICAエジプト事務所所長である。

　補足調査　（調達事情など）

　SCA協議、サイト調査

　9:30 JICA エジプト事務所, 11:00 日本大使館 (EOJ), 表敬、概要説明
　14:00  SCA  表敬、基本設計概要協議
　9:00　SCA　M/D協議

　補足調査　（調達事情など）

　9:00　SCA　M/D協議

　10:00　JICA報告、12:00　日本大使館報告

金

土

日

月

火

水

木

月

　午前　カイロ－ルクソール (7:30-8:35 MS135)

水

木

担当業務
氏名

土

日

現職

金

火



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－３  関係者(面会者)リスト 



 

３   関係者(面談者)リスト 

    所属 及び 氏名                  職位             
Supreme Council of Antiquities (SCA) 

Mr. Sabry Abd El Aziz Khater  Head of Egyptology Sector 
Dr. Holeil Ghally Head of Luxor and Upper Egypt Antiquities 
Dr. Mahoud Mabrouk Head of Museum Sector 
Dr. Khaled Abdel Hady  Head of Department of Engineering 
Mr. Abdel Hamid Kotb Director of Engineering Department 
Mr. Shaban Ahmed Abdelgowad Technical Office 
Mr. Hany Elsisi Technical Office 
Mr. Mohamed Asem General Manager of Upper Egypt Antiquities 
Mr. Ali El Asfur General Manager of West Bank Antiquities 
Mr. Sultan Mohamed Manager of West Bank Antiquities 
Mr. Mohamed Abdul Aziz Chief Inspector of North West Bank 
 (Valley of the Kings) 
Mr. Noor Abd EL Ghafar Chief Inspector of Middle West Bank 

 
Ministry of Culture 

Mr. Ayman Abd Elmoneim Assistant of Minister of Culture (Archaeology)  
 
Ministry of Foreign Affaires 

Ms. Falma F. Galal Minister Plenipotentiary,  
 Director of Financial Committee 
Ms. Nivein Semaika Vice Minister of Foreign Affaires 
Ms. Nabiala Salama Ambassador (Manager of Agreement Affaires) 
Mr. Cherif Youssef Abbas Minister Plenipotentiary, Ambassador 
 

UNESCO Cairo Office 
Dr. Mohamed J. Abdulrazzak Director 
Ms. Constanza de Simone  Consultant 

 
Theban Mapping Project (TMP) / American University in Cairo (AUC) 

Dr. Kent R. Weeks  Director 
 
Egyptian Antiquities Information System 

Dr. Naguib Amin Team Leader, Architect-Engineer, Planner 
 
Al Habashi General Contracting 

Mr. Mamdouh Habashi Director, Engineer 
 
 
 

日本大使館 
持田 多聞 氏 広報文化センター長 
笹岡 良子 氏 三等書記官 

 
JICA エジプト事務所 

下村 則夫 氏 前所長 
和田 康彦 氏 次長 
向井 直人 氏 Assistant Resident Representative 
Mr. Wael Yahya Project Officer 
Mr. Mahmoud Addel Halim Development Officer 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－４  当該国の社会経済状況 



資料－４　　当該国の社会経済状況

エジプト (エジプト・アラブ共和国）

Arab Republic of Egypt

主要指標一覧

１９８９年 １９９９年 ２０００年 ２００１年
２００１年の中
東・北アフリカ地
域平均値

国土面積（１０００km2） 995 995 995 995 n.a.

人口（百万人） 51.3 62.8 64.0 65.2 300.6

人口増加率（％） 2.3 1.9 1.9 1.8 1.9

出生時平均余命（歳） n.a. n.a. 68 68 68

妊産婦死亡率（ ／１０万人） n.a. n.a. n.a. 170(90-98) n.a.

社 乳児死亡率（ ／１０００人） n.a. n.a. 37.0 35.0 43.6

会 一人当たりカロリー摂取量（kcal/１日）*1 3,109 3,336 3,376 3,385 2,444

指 初等教育総就学率(男)(％) n.a. 103.8 102.9 n.a. n.a.

標 　　　　　　　　(女)(％) n.a. 96.0 96.1 n.a. n.a.

等 中等教育総就学率(男)(％) n.a. 86.2 88.2 n.a. n.a.

　　　　　　　　(女)(％) n.a. 80.7 83.1 n.a. n.a.

高等教育総就学率(％) n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

成人非識字率（15歳以上の人口の内：％） 53.7 45.5 44.7 43.9 35.5

絶対的貧困水準（1日1＄以下の人口比：％） n.a. n.a. n.a. 3.1(2000) n.a.

失業率(％) 6.9 n.a. n.a. n.a. n.a.

GDP（百万USドル） 39,648 89,089 99,428 98,476 698,444

一人当たりGNI（USドル） 840 1,370 1,490 1,530 2,220
実質GDP成長率(％) 5.0 6.3 5.1 2.9 3.0

産業構造（対GDP比：％）

　　　農業 19.7 17.3 16.7 16.8 n.a.
　　　工業 28.0 30.9 33.1 33.1 n.a.
　　　サービス業 52.3 51.7 50.2 50.1 n.a.

産業別成長率(％)

経 　　　農業 2.9 3.5 3.4 9.0 7.5
　　　工業 2.7 4.2 12.1 -1.2 n.a.

済 　　　サービス業 6.3 8.5 1.5 4.6 n.a.
消費者物価上昇率（インフレ：％） 21.3 3.1 2.7 2.3 n.a.

指 財政収支（対GDP比：％） -5.4 n.a. n.a. n.a. n.a.
輸出成長率（金額：％） 16.7 9.1 3.8 8.2 n.a.

標 輸入成長率（金額：％） 1.7 2.9 -3.4 10.7 n.a.
経常収支（対GDP比：％） -1.2 -1.9 -1.2 0.0 n.a.
外国直接投資純流入額（百万ドル） 1,250 1,065 1,235 510 5,460
総資本形成率（対GDP比：％） 31.8 20.5 18.3 15.5 22.3
貯蓄率（対GDP比：％） 17.3 12.1 11.7 10.4 28.9
対外債務残高（対GNI比：％） 7.5 2.3 1.8 1.9 3.2
DSR（対外債務返済比率：％） 23.5 11.0 8.4 8.9 9.5
外貨準備高（対輸入月比：％） 2.2 8.3 7.0 7.2 8.6
名目対ドル為替レート*2 1.1000 3.4050 3.6900 4.4900 n.a.
（通貨単位：エジプト・ポンド  Pound）

  政*3 政治体制：共和制。大統領が最高権力者
  治 憲法：1971年9月11日施行。80年5月22日改正

  指 元首：大統領。ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾎｽﾆ･ﾑﾊﾞﾗｸ(Muhammad Hosni MUBARAK)。任期6年。1981年10月就任。99年9月4選

  標 議会：人民議会（定数454、任期5年）と諮問評議会（定数264、任期6年）

出典　World Development Indicators CD-ROM 2003 WB

指標項目

出典　World Development Indicators CD-ROM 2003 WB
　　　*1  FAO Food Balance Sheets 2003年6月 FAO Homepage
　　　*2  International Financial Statistics Yearbook 2002 IMF
　　　*3  世界年鑑　2003　共同通信社
注　●(  )に示されている数値は調査年を示す。(90-98)と示されている場合は1990年度から98年度までの間の最新値を示す
　　●「人口」、「GDP」及び「外国直接投資純流入額」の「2001年の地域平均値」においては、地域の総数を示す
　　●地域は中東・北アフリカ。ただし「一人当たりカロリー摂取量」における地域はアフリカ
　　●就学率が100を超えているのは、学齢人口推計値と実際の就学データの間にずれがあるため

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－５  討議議事録（M/D） 





































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－６  事業事前計画表(基本設計時) 
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事業事前計画表（基本設計時） 

 

1. 対象事業名 

 エジプト･アラブ共和国 王家の谷遺跡保存環境整備計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

(1) 当該国への協力の必要性・妥当性 

エジプト・アラブ共和国（以下、「エ」国と称す）は、人口 6,920 万人(2003 年 1 月)、一人当たりGNP1,530

米ドル（2001 年：世銀）であり、文化遺産無償の対象上限である一人当たり GNP5,225 米ドルを大きく

下回っている。「エ」国は中東及び地中海諸国のなかで重要な位置を占め、日本との関係は良好である。

(2) 当該分野への協力の必要性・妥当性 
王家の谷は、首都カイロから南に約 670km に位置するルクソール市のナイル川西岸地域にあり、古代エ

ジプトの王の墳墓群の総称でもある。紀元前 1520 年頃、トトメス 1 世はルクソール西岸の背後にそびえ

るエル・クルンと呼ばれるピラミッド型の山の山裾にある枯れ谷に初めて岩窟墓を造り、それから紀元

前 1070 年頃第 20 王朝のラムセス 11 世まで、多くの岩窟墓が建設された。王家の谷には、番号付けされ

た 58 岩窟墓がある東谷、4 岩窟がある西谷からなり、合わせて 62 の岩窟墓がある。墓からは多くの副

葬品が発掘されるとともに、内壁に描かれた極彩色の壁画は当時の宗教観、生活、美術などを反映し、

世界的に第 1 級の極めて重要な遺産である。1979 年に、王家の谷を含む「古代都市テーベとその墓地(ネ

クロポリス)文化遺産」がユネスコの世界遺産に指定された。 

王家の谷には広い範囲に約 1000 年にわたる墳墓が点在し、全体の知識を得ることが困難である。王墓が

地中に掘られた岩窟であり、外形を持たないことも、理解を難しくしている。さらに、多くの文化遺産

は見学者の呼気による高湿度やストロボ光から被害を受け、これ以上の劣化を防ぐことが急務となって

いる。見学者は年間 200 万人以上と予測されているが、酷暑の気候にあって、見学者に対し情報を提供

し、遺産に対する注意を促す適切な施設が存在せず、ビジターセンターの整備が必要とされている。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

年間 200 万人以上と予測される王家の谷見学者に対し、適切な情報を提供し、王家の谷文化遺産及びそ

の状況・注意への理解を深め、文化遺産の保存・活用に資する。 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

王家の谷の文化遺産の保存状況が改善され、その価値の認識が拡大する。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

  1) 施設を整備し、必要な機材を調達する。（下記日本側投入） 

 2) 王家の谷に関する展示を行う。 

 3) 運営・維持管理体制を整え、必要な人員を配置する。 

 4) 上記施設・機材を使用して、運営・維持管理を実施する。 

(4) 投入（インプット） 

 1) 日本側（＝本案件）： 文化遺産無償資金協力 2.61 億円 

王家の谷に関する情報の提供を行い、文化遺産保存の管理に資するビジターセンターの施設建設と

ビジターセンターに必要な機材を調達する。 

室名 面積 内部床面積 総面積 

展示・情報ホール 663m2

受付、風除室等 57m2

事務室 41m2

便所 57m2

818m2 

入場券事務室 25m2

セキュリティ・エリア 126m2
151m2 

エントランス・ポーチ庇 40m2  

1,009m2 
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機材 

- フラットスクリーン大型テレビ：  2 セット 

- DVD プレーヤー：  2 セット 

- タブレット（タッチパネル）パソコン：  10 セット 

- データ管理用 PC：  1 セット 

- プロジェクター（パソコン用、オーバーヘッド、スライド）： 各 1 セット 

- 王家の谷地形モデル：  1 セット 

 2) 「エ」国側 

 (ｱ) 必要な人員： ビジターセンター管理要員。 

 (ｲ) 建設資機材： 障害物の取壊・撤去、展示（展示パネル、展示ソフト等）、インフラ整備 

 (ｳ) 施設・機材の運営・維持管理に係る経費： 年間約 30 万エジプトポンド 

(5) 実施体制 

・ 監督責任機関・運営・維持管理実施機関： 考古最高評議会（Supreme Council of Antiquities: SCA）

4. 計画対象事業の内容 

(1) サイト 

ルクソール市西岸王家の谷の駐車場付近。 

(2)  概要 

展示・情報ホール、事務室、便所等からなる総面積約 1,009 ㎡のビジターセンターが建設され、王家の

谷地形モデル 1 セット、フラットスクリーン大型テレビ 2 セットなどの必要機材が調達される。 

(3) 相手国側負担事項 

1) 「エ」国側の負担工事（整地、敷地内障害物の撤去・移転）に必要な要員、予算 

2) ビジターセンターの展示 

3) ビジターセンターの適切な運営・維持管理に必要な人員及び予算 

(4) 概算事業費 

概算事業費 2.73 億円 (無償資金協力 2.61 億円、「エ」国側負担 0.12 億円) 

(5) 工期 

日本政府の無償資金協力によって実施される場合の必要な工期は、詳細設計、入札期間、及び据付工事

を含め 15 ヶ月（予定） 

(6) 環境面の配慮 

ビジターセンターは、高さをおさえ、周囲の歴史的、地理的環境に調和した、砂岩張りの 1 階建て建築

であり、汚水も外部に排出せず、環境への負の影響はない。 

5. 外部要因リスク 

(1) テロ等が起こらない。 

(2) 大きな経済混乱がない。 

６. 過去の類似案件からの教訓の活用 

見学者の動線に配慮し、王家の谷来訪者すべてが、通過・利用する施設にする。 

７. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1)  プロジェクト全体計画の目標達成を示す指標 

・ 王家の谷に関する適切な情報を得る人数が、プロジェクト実施後(2006 年以降)に予測見学者数の約

200 万人以上となる。 

(2) その他の成果指標 

・ 王家の谷文化遺産（王墓）の保存状況の改善 

(3) 評価のタイミング 

・ 事業終了時（2006 年）以降  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－７ 参考資料／入手資料リスト 
 



 

７  参考資料／入手資料リスト 

番号 名 称 
形態 

図書・ビデオ・地図

・写真等 
ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発  行  機  関 発行年 

1 

The Comprehensive Development Plan of the City 
of Luxor - Final Structure Plan 
Volume 1: Technical Report, 
Volume 2: Supplementary Documents 

CD コピー The Ministry of Housing, Utilities and 
Urban Communities 2000 

2 

The Comprehensive Development Plan of the City 
of Luxor - Final Structure Plan 
Investment Project #1, 
Investment Portfolio for Proposed Grant of US 
$40 million to the Arab Republic of Egypt for the 
Restoration of the Avenue of the Sphinxes 

CD コピー The Ministry of Housing, Utilities and 
Urban Communities 1999 

3 

The Comprehensive Development Plan of the City 
of Luxor - Final Structure Plan 
Investment Project #2, 
Investment Portfolio for the Development of the 
Destination Resort of El-Toad in Luxor City 

CD コピー The Ministry of Housing, Utilities and 
Urban Communities 2000 

4 

The Comprehensive Development Plan of the City 
of Luxor - Final Structure Plan 
Investment Project #3, 
Investment Portfolio for the Development of the 
New City of New Luxor, Egypt 

CD コピー The Ministry of Housing, Utilities and 
Urban Communities 2000 

5 

The Comprehensive Development Plan of the City 
of Luxor - Final Structure Plan 
Investment Project #4, 
Investment Portfolio for the Development of 
Infrastructure serving New Luxor and El-Toad 

CD コピー The Ministry of Housing, Utilities and 
Urban Communities 2000 

 



 

番号 名 称 
形態 

図書・ビデオ・地図

・写真等 
ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発  行  機  関 発行年 

6 

The Comprehensive Development Plan of the City 
of Luxor - Final Structure Plan 
Investment Project #5, 
Investment Portfolio for High-Value Agriculture 
and Agroprocessing Industries in Luxor City 

CD コピー The Ministry of Housing, Utilities and 
Urban Communities 1999 

7 

The Comprehensive Development Plan of the City 
of Luxor - Final Structure Plan 
Investment Project #6, 
Investment Portfolio for the Creation of an Open 
Museum and Heritage District in Luxor City, 
Egypt 

CD コピー The Ministry of Housing, Utilities and 
Urban Communities 2000 

8 Atlas of the Valley of the Kings 図書 オリジナル American University in Cairo 2000 

9 The Valley of the Kings （By Alberto Siliotti） 図書 オリジナル White Star Publishers 2002 

10 Egypt from the Air 図書 オリジナル Tames & Hudson 1991 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－８  自然条件調査結果（地形測量） 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－９  土質調査結果 
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